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(54)【発明の名称】 液晶表示装置および走査電極駆動ＩＣ

(57)【要約】
【課題】  携帯電話向けのワンチップ型電極駆動ＩＣが
機能の高度化により高価になった。ＩＣを分割してコス
トダウンを図るとともに、画質劣化の防止、接続および
パネル配線の容易性確保が課題となる。
【解決手段】  液晶パネルの一方の基板上に、少なくと
も１個走査電極駆動ＩＣ３，４とその間に少なくとも１
個の信号電極駆動ＩＣ２を並べて実装する。走査電極駆
動ＩＣの制御信号用配線１２は信号電極駆動ＩＣ２側に
形成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶層を挟んで対向する一対の基板のう
ち、一方の基板は走査電極を、他方の基板は信号電極を
有し、一対の基板のうちどちらか一方の基板に、前記走
査電極と前記信号電極とを駆動するための複数の電極駆
動ＩＣを実装する液晶表示装置において、前記複数の電
極駆動ＩＣは少なくとも１個の走査電極駆動ＩＣと少な
くとも１個の信号電極駆動ＩＣであり、前記走査電極駆
動ＩＣと前記信号電極駆動ＩＣとの間の位置には、配線
が配置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記配線が、走査電極駆動ＩＣまたは信
号電極駆動ＩＣへ制御信号を入力するための制御信号用
配線であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示
装置。
【請求項３】  前記配線が、走査電極駆動ＩＣまたは信
号電極駆動ＩＣと、走査電極または信号電極とを接続す
るための接続用配線であることを特徴とする請求項１に
記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記複数の電極駆動ＩＣを実装する基板
には、前記走査電極駆動ＩＣの電源用の接続端子と、前
記信号電極駆動ＩＣへ制御信号を入力するための接続端
子と、それら接続端子の間に位置する前記走査電極駆動
ＩＣへ制御信号を入力するめの接続端子とを備えている
ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項
に記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記走査電極駆動ＩＣと接続された制御
信号用配線が前記信号電極駆動ＩＣに接続していること
を特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項６】  前記信号電極駆動ＩＣは前記走査電極駆
動ＩＣの制御信号とその反転信号を出力し、前記制御信
号とその反転信号とは前記制御信号用配線を介して出力
することを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】  前記走査電極駆動ＩＣは電源が揺動電源
であり、かつ電圧が一定な電源系から揺動電源系に前記
制御信号を電圧変換するレベルシフタを備え、前記信号
電極駆動ＩＣから出力される前記制御信号とその反転信
号が、該レベルシフタに入力することを特徴とする請求
項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】  前記走査電極駆動ＩＣは２個であり、２
個の走査電極駆動ＩＣの間に前記信号電極駆動ＩＣが備
えてあることを特徴とする請求項１から請求項７のいず
れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】  液晶表示装置における走査電極を駆動す
るための走査電極駆動ＩＣであって、前記走査電極駆動
ＩＣの対向する２辺側に、前記走査電極と接続するため
の走査電極駆動用出力端子を配置していることを特徴と
する走査電極駆動ＩＣ。
【請求項１０】  液晶表示装置における走査電極を駆動
するための走査電極駆動ＩＣであって、前記走査電極駆
動ＩＣの隣り合う２辺側に、前記走査電極と接続するた
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めの走査電極駆動用出力端子を配置していることを特徴
とする走査電極駆動ＩＣ。
【請求項１１】  前記２辺側に備えた出力端子の配置は
走査電極駆動ＩＣの対角線を対称軸として、概ね対称な
位置にある請求項１０に記載の走査電極駆動ＩＣ。
【請求項１２】  前記走査電極駆動ＩＣが揺動電源によ
り駆動され、休止電圧電源用の入力端子およびグランド
用揺動電源用の入力端子を有することを特徴とする請求
項９から請求項１１のいずれか１項に記載の走査電極駆
動ＩＣ。
【請求項１３】  前記グランド揺動電源の入力端子と前
記休止電圧電源の入力端子とは、前記走査電極駆動ＩＣ
の隣り合う２辺側に設けられていることを特徴とする請
求項１２に記載の走査電極駆動ＩＣ。
【請求項１４】  前記グランド用揺動電源と前記休止電
圧電源用との各入力端子の間隔が、前記走査電極駆動Ｉ
Ｃを実装する液晶表示装置の基板上に設けられた、複数
の接続端子の間隔に等しいことを特徴とする請求項１２
または請求項１３に記載の走査電極駆動ＩＣ。
【請求項１５】  前記走査電極駆動ＩＣが揺動電源によ
り駆動され、前記走査電極駆動ＩＣの隣り合う２辺側
に、前記走査電極と接続するための走査電極駆動用出力
端子を配置し、前記休止電圧電源用の入力端子が、前記
走査電極駆動用の出力端子が、偏在する２辺の直交する
角と対角に位置する角の周辺にあることを特徴とする請
求項１２から請求項１４のいずれか１項に記載の走査電
極駆動ＩＣ。
【請求項１６】  液晶表示装置における走査電極を駆動
するための走査電極駆動ＩＣであって、前記走査電極駆
動ＩＣは揺動電源により駆動され、前記走査電極駆動Ｉ
Ｃには、上側揺動電源と、グランド用揺動電源と、ロジ
ック用揺動電源と、休止電圧電源とにおけるそれぞれの
信号を入力するための各入力端子と、走査電極駆動用の
出力端子とを有し、前記上側揺動電源の入力端子と前記
ロジック用揺動電源の入力端子との間に、前記グランド
用揺動電源の入力端子と前記休止電圧電源の入力端子と
を備えることを特徴とする走査電極駆動ＩＣ。
【請求項１７】  液晶表示装置における走査電極を駆動
するための走査電極駆動ＩＣであって、前記走査電極駆
動ＩＣは揺動電源により駆動され、前記走査電極駆動Ｉ
Ｃには、上側揺動電源と、グランド用揺動電源と、ロジ
ック用揺動電源と、休止電圧電源とにおけるそれぞれの
信号を入力するための各入力端子と、走査電極駆動用の
出力端子とを有し、前記上側揺動電源の入力端子と前記
ロジック用揺動電源の入力端子との間に、前記グランド
用揺動電源の入力端子と前記休止電圧電源の入力端子と
を備えることを特徴とする請求項９から請求項１５のい
ずれか１項に記載の走査電極駆動ＩＣ。
【請求項１８】  信号を入力するための各入力端子を前
記走査電極駆動ＩＣの１辺側に備えていることを特徴と
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する請求項９から請求項１７のいずれか１項に記載の走
査電極駆動ＩＣ。
【請求項１９】  液晶層を挟んで対向する一対の基板の
うち、一方の基板は走査電極を、他方の基板は信号電極
を有し、一対の基板のうちどちらか一方の基板に前記走
査電極と前記信号電極とを駆動するための複数の電極駆
動ＩＣを実装する液晶表示装置であって、前記複数の電
極駆動ＩＣは少なくとも１個の走査電極駆動ＩＣと少な
くとも１個の信号電極駆動ＩＣであり、前記走査電極駆
動ＩＣが請求項９から請求項１８のいずれか１項に記載
の走査電極駆動ＩＣであることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２０】  前記走査電極駆動ＩＣは２個であり、
２個の走査電極駆動ＩＣの間に前記信号電極駆動ＩＣが
備えてあることを特徴とする請求項１９に記載の液晶表
示装置。
【請求項２１】  前記２個の走査電極駆動ＩＣにおける
各入力端子と各出力端子の位置はそれぞれ対称に配置さ
れていることを特徴とする請求項２０に記載の液晶表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置とそ
の走査電極駆動ＩＣに関し、さらに詳しくは液晶表示装
置の液晶パネル上に実装する走査電極駆動ＩＣと信号電
極駆動ＩＣの配置と配線、および走査電極駆動ＩＣの端
子配列に関する。
【０００２】
【従来の技術】急速に普及してきている携帯電話器の表
示体として、ＳＴＮ（スーパーツイステッドネマティッ
ク）液晶パネルが最も広く採用されている。このＳＴＮ
液晶パネルは小型化と同時に表示画面の大型化が求めて
られているので、携帯電話器の長手方向に対し左右対称
で幅の狭い基板外形が好まれている。また価格に対する
要求も厳しいため、電極駆動ＩＣを基板上に実装する方
法（チップオンボードとも呼ばれる。またガラス基板の
場合にはチップオンガラスと呼ばれ、以下ＣＯＧと称す
る。）がしばしば採用される。このＣＯＧを使い、一つ
の電極駆動ＩＣでＳＴＮ液晶パネルを表示する従来例１
を図１１に基づいて説明する。さらに片方のガラス上に
複数の電極駆動ＩＣを実装することがある（例えば特開
平８－２３４２３７）ので、２個の電極駆動ＩＣを片方
のガラス上に実装した従来例２を図１２、１３、８に基
づいて説明する。
【０００３】〔従来例１〕図１１はＳＴＮ液晶パネルに
１個の電極駆動ＩＣをＣＯＧ実装した従来例を示してい
る。図１１において、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面
図、（Ｃ）は電極に関わる説明図である。（Ａ）および
（Ｂ）で示されるように、上ガラス１１１の背面に電極
駆動ＩＣ１１２と下ガラス１１３が貼りついている。な
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お偏光板等の光学的な部材は省略した。上下のガラス１
１１、１１２は、液晶パネルで使用する基板として材質
がガラスの場合である。
【０００４】図１１（Ｃ）において、下ガラス１１３の
液晶層側の面上には走査電極１１７が形成されている。
上ガラス１１１の背面には信号電極１１６、および電極
駆動ＩＣ１１２の走査電極駆動用の出力端子と走査電極
１１７との接続用配線１１５が形成されている。ここ
で、下ガラスに形成されている電極は点線で、上ガラス
に形成した電極または配線は実線で示している。
【０００５】信号電極１１６と電極駆動ＩＣ１１２にお
ける信号電極駆動用出力端子とは、上ガラス１１１上で
直に接続している。電極駆動ＩＣ１１２と外部回路とを
接続するための接続端子１１９は上ガラス１１１の上辺
に配列している。電極駆動ＩＣ１１２と外部回路は、こ
の接続端子１１９とフレキシブルプリント基板（以下Ｆ
ＰＣと称する）１１４上の配線（図示せず）を介して接
続する。このとき接続端子１１９とＦＰＣ１１４配線は
異方性導電シール（アニソトロピック・コンダクティブ
・フィルム、以下ＡＣＦと称する）で接続をとってい
る。上ガラス１１１上の接続用配線１１５と下ガラス１
１３上の走査電極１１７は、液晶パネルのシール（図示
せず）内で異方性導電粒により接続している。信号電極
１１６と走査電極１１７の交差部が個々の画素であり、
全画素領域が表示画面に相当する。この電極駆動ＩＣ１
１２は、信号電極駆動回路と走査電極駆動回路を内蔵し
ており、液晶表示パネルに１個実装するだけで画面表示
が可能となる。そこでこの電極駆動ＩＣ１１２はワンチ
ップ型と呼ばれることがある。
【０００６】この電極駆動ＩＣ１１２は６値駆動法（イ
ンプルーブド・オルト・プレシュコ・テクニックとも呼
ばれる、以下ＩＡＰＴと称する）を使用している。ＩＡ
ＰＴでは表示桁数が１００桁程度であると、走査電極駆
動波形および信号電極駆動波形の最大振幅電圧は１５Ｖ
程度になる。
【０００７】〔従来例２〕後述するようにワンチップ型
電極駆動ＩＣは、表示内容の高度化にともない製造コス
トが高くなってきている。この対策として電極駆動ＩＣ
１１２を走査電極駆動ＩＣと信号電極駆動ＩＣとに分離
することが考えられる。そこで１個の走査電極駆動ＩＣ
と１個の信号電極駆動ＩＣを使用した小型液晶パネルの
システムを図１２に示す。図１２において、（Ａ）は正
面図、（Ｂ）は側面図、（Ｃ）は電極に関わる説明図で
ある。（Ａ）および（Ｂ）で示されるように、上ガラス
１２１の背面に信号電極駆動ＩＣ１２２と走査電極駆動
ＩＣ１２４と、下ガラス１２３が貼りついている。なお
偏光板等の光学的な部材は省略した。
【０００８】図１２（Ｃ）において、下ガラス１２３の
液晶層側の面には走査電極１２７が形成されている。上
ガラス１２１の背面には信号電極１２６、および走査電
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5
極駆動ＩＣ１２４の出力端子と走査電極１２７とを接続
するための、接続用配線１２５が形成されている。上ガ
ラス１２１上において信号電極１２６と信号電極駆動Ｉ
Ｃ１２２の電極駆動用の出力端子は直に接続している。
信号電極駆動ＩＣ１２２および走査電極駆動ＩＣ１２４
と外部回路との接続端子１２９は、上ガラス１２１の上
辺で配列している。信号電極駆動ＩＣ１２２および走査
電極駆動ＩＣ１２４と外部回路は、接続端子１２９とＦ
ＰＣ１２８上の配線（図示せず）を介して接続する。こ
のとき接続端子１２９とＦＰＣ１２８上の配線はＡＣＦ
で接続をとっている。下ガラス１２３上の走査電極１２
７と上ガラス１２１上の接続用配線１２５は、液晶パネ
ルのシール（図示せず）内の交差部１３０で異方性導電
粒により接続している。信号電極１２６と走査電極１２
７と画素と表示領域の関係は図１１の従来例１と同様で
ある。
【０００９】ワンチップ型の電極駆動ＩＣを走査電極駆
動ＩＣと信号電極駆動ＩＣに分離しただけでも、歩留ま
り向上などによりコストダウンなどの効果が得られる
が、後述するように素子数の多い信号電極駆動ＩＣを低
耐圧素子だけで構成し、小型化すれば大きなコストダウ
ンが可能となる。しかしこの信号電極駆動ＩＣは信号電
極駆動用に低電圧波形しか出力できないので、ＩＡＰＴ
以外の駆動方法を採用する必要がある。ＩＡＰＴ以外の
駆動方法として、最も最初に提案された電圧平均化方で
あるオルト・プレシュコ・テクニック（以下ＡＰＴと称
する。）が知られている。ＡＰＴは走査電極駆動ＩＣの
耐圧をＩＡＰＴの２倍にすれば簡単に実現できる。ま
た、もう一歩進んだ技術として、走査電極駆動ＩＣの耐
圧がＡＰＴと同等でしかもＡＰＴが可能な方法として揺
動電源がある。
【００１０】図１３において本発明で使用した揺動電源
を説明する。あわせて図８で揺動電源とＡＰＴの駆動波
形を説明する。図１３は揺動電源の波形図である。揺動
電源ＶＣＣ、グランド用揺動電源ＶＳＳは電圧関係も明
示するため一組にして描いてある。また電源の名称を示
す英文字（例えばＰＯＷＥＲ）を、便宜上その電源が出
力する電圧に対しても使用することがある（以降も同
様）。図１３において、外部回路から入力してくる極性
制御信号ＤＦは、液晶パネルの交流駆動の極性を制御す
る信号であり、周期的に反転している。振幅はロジック
レベルである。ここでロジックレベルとは、ハイレベル
およびローレベルがシステム電圧ＰＯＷＥＲ、グランド
ＧＮＤの電圧である。点線で示した電圧レベルＧＮＤ、
ＰＯＷＥＲ、Ｖｃｏｌ、Ｖｈは、それぞれシステム電
源、システムのグランド、信号電極駆動波形の上側、選
択パルスの最高値に対応する直流電圧レベルである。上
側の揺動電源ＶＤＤは、方形波で極性制御信号ＤＦと反
転関係にあり、最高値が電圧Ｖｈ、最低値が電圧Ｖｃｏ
ｌである。ロジック用の揺動電源ＶＣＣは、揺動電源Ｖ
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ＤＤと同形状の方形波であり、最高電圧が電圧ＰＯＷＥ
Ｒにクランプされている。同様に揺動電源系のグランド
に相当するグランド用揺動電源ＶＳＳは、上側の揺動電
源ＶＤＤと同形状の方形波であり、最高電圧が電圧ＧＮ
Ｄの電圧にクランプされている。
【００１１】図８は電極駆動波形と制御信号の波形図で
ある。図８において、クロック信号ＬＯＡＤ、スタート
信号ＦＲ、極性制御信号ＤＦは、揺動電源系にレベルシ
フトされる前の走査電極駆動ＩＣの制御信号である。こ
れらはシステム電源系のロジック信号なのでハイレベル
およびローレベルはそれぞれ図１３の電圧ＰＯＷＥＲ、
ＧＮＤである。信号電極駆動ＩＣ１２２から出力される
ｍ番目の信号電極駆動波形ＣＯＬｍも２値波形である
が、上側が電圧Ｖｃｏｌ、下側がグランド電圧ＧＮＤで
ある。ここで電圧ＶＭは電圧Ｖｃｏｌとグランド電圧Ｇ
ＮＤの中間電圧であり休止電圧と呼んでいる。上側揺動
電源ＶＤＤは、図１３で示したように最高電圧が電圧Ｖ
ｈ、最低電圧が電圧Ｖｃｏｌで極性制御信号ＤＦと反転
関係にある。ロジック用揺動電源ＶＣＣとグランド用揺
動電源ＶＳＳは割愛した。１、２、３、４番目の走査電
極ＲＯＷ０、ＲＯＷ１、ＲＯＷ２、ＲＯＷ３の走査駆動
波形は、それぞれの選択期間に選択パルスがあり、残り
の期間は休止電圧ＶＭとなっている。なお図中の英文字
ＯＵＴ６３Ｌ、ＯＵＴ０Ｒ、ＯＵＴ６２Ｌ、ＯＵＴ１Ｒ
等は本発明の実施の形態でも使用する。
【００１２】走査電極駆動ＩＣを制御するためのクロッ
ク信号ＬＯＡＤ、スタート信号ＦＲ、極性制御信号ＤＦ
は、揺動電源ＩＣに内蔵されたレベルシフタで揺動電源
系に電圧変換される。この電圧変換は以下のように２つ
のステップを踏む。先ず各信号ＬＯＡＤ、ＦＲ、ＤＦ
を、ハイレベルが電源ＰＯＷＥＲの電圧、ローレベルが
グランド用揺動電源ＶＳＳになるようにレベルシフトす
る。次に、ハイレベルがロジック用揺動電源ＶＣＣ、ロ
ーレベルがグランド用揺動電源ＶＳＳになるようレベル
シフトする。この結果、システム電源系の制御信号ＬＯ
ＡＤ、ＦＲ、ＤＦは、ハイレベルがロジック用揺動電源
ＶＣＣ、ローレベルがグランド用揺動電源ＶＳＳである
揺動電源系にレベルシフトされる。走査電極駆動ＩＣ内
ではロジック用の揺動電源ＶＣＣとグランド用の揺動電
源ＶＳＳの電位差は小さい値で一定なので、走査電極駆
動ＩＣの制御ロジック回路には低電圧回路が使用され
る。
【００１３】液晶表示装置として、走査電極を一本ずつ
選択しいく線順次駆動を採用した場合には、ｍ番目の信
号電極の表示データはクロック信号ＬＯＡＤの立ち下が
りエッジと同期して切り替わる。このとき信号電極駆動
波形ＣＯＬｍの論理関係は表示データと極性制御信号Ｄ
Ｆとの、極性の排他論理和（エクスクルーシブノア）と
なっている。
【００１４】図１２で図示した走査電極駆動ＩＣ１２４
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7
は、スタート信号ＦＲがハイレベルになったことを検出
すると、クロック信号ＬＯＡＤの立ち下がりエッジに同
期して一番目の走査電極ＲＯＷ０を選択する。このとき
走査電極ＲＯＷ０に接続する走査電極駆動ＩＣ１２４の
出力端子は、揺動電源ＶＳＳを出力する。ちなみに走査
電極駆動ＩＣ１２４の出力端子は、上側揺動電源ＶＤ
Ｄ、グランド用揺動電源ＶＳＳ、休止電圧ＶＭ用電源の
三つから一つを選択するスイッチとして機能する。つま
り各出力端子は、走査電極を選択する期間で極性制御信
号ＤＦがハイレベルのときに揺動電源ＶＳＳ、走査電極
を選択する期間で極性制御信号ＤＦがローレベルのとき
には揺動電源ＶＤＤ、走査電極を選択しない期間（以
下、非選択期間と称する）で休止電圧ＶＭの電源を選択
し出力する。この結果、２、３番目のクロック信号ＬＯ
ＡＤの立ち下がりエッジに同期し、２、３番目の走査電
極ＲＯＷ１，ＲＯＷ２の駆動波形に負極性の選択パルス
が現れる。４番目のクロック信号ＬＯＡＤの立ち下がり
時は、極性制御信号ＤＦが反転するので、４番目の走査
電極ＲＯＷ３の駆動波形には正極性（波高値がＶｈ）の
選択パルスが現れる。
【００１５】なお交流駆動を達成するための極性反転信
号ＤＦはスタート信号ＦＲに対し、フレーム単位で位相
がずれるように、反転周期を設定する必要がある。各画
素の駆動波形は、その画素の走査電極駆動波形と信号電
極駆動波形の差をとったものとなる。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】最近の液晶表示装置に
おけるＳＴＮ液晶パネルでは、画素数の増加やカラー表
示、階調表示などにより電極駆動ＩＣに求められる機能
が高度化してきた。製造工程の進歩によりＩＣパターン
ルールの微細化が進んでいるとは言っても、表示ＲＡＭ
や制御回路、演算回路などのロジック回路は、規模とと
もに面積も増大してきた。また表示情報の増大により液
晶パネルの走査電極数が増えているため駆動電圧も高く
なる傾向にある。このなかでＩＡＰＴを使用したワンチ
ップ型の電極駆動ＩＣは、走査電極駆動波形および信号
電極駆動波形がともに高電圧であるため、ロジック回路
と同様に高電圧化に伴う電極駆動回路の面積増も著し
い。またロジック回路用の製造工程と電極駆動回路用の
製造工程は、微細化と高耐圧化という相反する方向に進
んでいるため、両製造工程間の共通な部分が減ってきて
いる。このため低電圧回路と高電圧回路が混在するワン
チップ型の電極駆動ＩＣは非常に長い製造工程を必要と
するようになった。極端な言い方をすれば、ほとんどロ
ジック回路用の製造工程を通してから、再度高電圧回路
用の製造工程を通す、というような状況になっている。
言い換えると、高価な微細製造工程を必要としない高電
圧回路が、ワンチップ型であるが故にこの工程を通らざ
るを得ない、という状況が生じている。以上のようにし
て長い製造工程が必要なワンチップ型の電極駆動ＩＣ

8
は、大型化による歩留まり低下もあわせ、価格が著しく
上昇してきた。この結果、ワンチップ型の電極駆動ＩＣ
を使用する液晶表示装置が高価になるという課題が現れ
てきた。
【００１７】電極駆動ＩＣの価格上昇を避けるために
は、従来例２で示したように信号電極駆動ＩＣと走査電
極駆動ＩＣを分離し、低電圧で信号電極を駆動できるＡ
ＰＴを採用すればよい。さらに選択パルス振幅のほぼ半
分の電圧で走査電極駆動ＩＣを駆動できる揺動電源方式
を使えば、簡易な走査電極駆動ＩＣを用いて小型化が実
現でき、コストがいっそう押さえられる。
【００１８】しかし、一般にＰ型のシリコン基板を使っ
た集積回路では素子分離を行うため、使用する電源のな
かで最低電圧のものを基板電位としている。揺動電源で
動作する走査電極駆動ＩＣでは、グランド用の揺動電源
ＶＳＳがシリコン基板電位となる。前述したようにシス
テム電源系から揺動電源系に制御信号を電圧変換する場
合、最初の段階で先ずハイレベルとローレベルとが、そ
れぞれシステム電源ＰＯＷＥＲとグランド用の揺動電源
ＶＳＳになるように電圧変換する。次の段階ではハイレ
ベルとローレベルがそれぞれロジック用の揺動電源ＶＣ
Ｃとグランド用の揺動電源ＶＳＳになるように電圧変換
する。ところがシリコン基板電位が変動する走査電極駆
動ＩＣは、この最初の段階で制御信号の反転信号が作成
できないという問題を抱えている。これは、一般的なレ
ベルシフタが元信号と反転信号で動作する差動型の増幅
器であるにもかかわらず、反転入力信号が得られないと
いうことを意味している。このため反転信号を反転入力
用トランジスタのゲートに入力させる代わりに、元信号
を反転入力用トランジスタのソースに接続し、従来の反
転信号を入力させる方法と同等の制御を可能にするもの
が実用化している。
【００１９】この場合、反転入力用トランジスタは、ソ
ースが制御信号が接続しているためシステム電源ＰＯＷ
ＥＲからみると制御信号の出力インピーダンス、配線抵
抗、走査電極駆動ＩＣ内の保護回路および配線の抵抗な
ど多数の抵抗要素の影響を受けてしまい、性能が低下す
るという問題点を有している。さらにこのような不利な
条件に加え、制御信号振幅が低電圧になる領域ではトラ
ンジスタ自身の抵抗成分も大きくなるので、特性劣化が
著しくなる。以上、揺動電源で動作する走査電極駆動Ｉ
Ｃに内蔵された制御信号の入力レベルシフタは電圧特性
が悪いという課題がある。
【００２０】また携帯電話用パネルではガラス外形の小
型化と表示画面の大型化を両立させるため、電極駆動Ｉ
Ｃの実装領域や配線領域を小さくすることが求められて
いる。信号電極駆動ＩＣと走査電極駆動ＩＣを分離して
並べて使う場合、ガラス外形が小型になってきているな
かで、走査電極との配線を接続するための接続配線領域
を確保する必要があり、走査電極駆動ＩＣの実装可能な
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9
領域が限定されている。そこで走査電極駆動ＩＣを小型
化しなければならないという課題が発生する。
【００２１】前述の状況から走査電極駆動ＩＣは小型ガ
ラスの端に近い所に実装しなくてはならない。たとえ前
述のような狭い領域で実装が可能な小型の走査電極駆動
ＩＣが入手できたとしても、外部回路との接続が困難に
なるという課題が予想される。
【００２２】また前述のような状況では走査電極駆動Ｉ
Ｃを実装した基板上の配線が細くなると予想される。こ
の場合、基板上の配線に使用するＩＴＯ等の薄膜物質の
シート抵抗が大きいため電源の入力抵抗が増大し、走査
電極駆動ＩＣの出力波形の変形による画質の劣化と、ノ
イズ混入による回路の誤動作とを招くという課題が予想
される。
【００２３】また従来例２に示したように、信号電極駆
動ＩＣと走査電極駆動ＩＣを別チップにすると、携帯電
話用液晶パネルに必要なガラス外形の対称性が崩れるの
で、より好ましくは電極駆動ＩＣの配置、および配線配
置に対称性を持たせる必要性が生じる。
【００２４】そこで本発明は、携帯電話等に使用する液
晶表示装置において、電極駆動ＩＣの価格を下げること
によりコストダウンを図り、さらにはガラス外形の対称
性維持し、走査電極駆動ＩＣを実装する狭い領域で有効
な配線を可能とし、走査電極駆動ＩＣにおける制御信号
入力用のレベルシフタの電圧特性をも改善することが可
能な液晶表示装置を提供することを目的にしている。
【００２５】さらに本発明は、上記の目的に加え、外部
回路との接続が容易で、なおかつ電源用の配線抵抗が増
加したとしても、画質劣化が目立たず回路の動作が安定
した液晶表示装置を提供することを目的にしている。
【００２６】また本発明は小型、低価格で、実装時にお
いてガラス外形の対象性と効率的な配線と外部接続の容
易性とが確保でき、さらに画質劣化と回路誤動作とを避
けられる液晶表示装置に用いられる走査電極駆動ＩＣを
提供することを目的にしている。さらに狭い実装領域に
効率的に配置できる走査電極駆動ＩＣを提供することを
目的にしている。
【００２７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の液晶表示装置は以下の特徴を有する。液晶
パネルの片方の同一基板上に、少なくとも１個の走査電
極駆動ＩＣと少なくとも１個の信号電極駆動ＩＣを実装
する。そして走査電極駆動ＩＣと信号電極駆動ＩＣとの
間に配線を配置する。
【００２８】さらに、配線は上述の特徴に加え以下の特
徴を有する。この配線とは、走査電極駆動ＩＣまたは信
号電極駆動ＩＣへ制御信号を入力するための制御信号用
配線であること、または走査電極駆動ＩＣまたは信号電
極駆動ＩＣと、走査電極または信号電極とを接続するた
めの接続用配線であることを特徴としている。
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【００２９】複数の電極駆動ＩＣを実装する基板には、
走査電極駆動ＩＣの制御信号用の接続端子が、走査電極
駆動ＩＣの電源用の接続端子と、信号電極駆動ＩＣにお
ける制御信号用の接続端子との間にある。また、走査電
極駆動ＩＣの端子と信号電極駆動ＩＣの端子が制御信号
用配線で接続している。
【００３０】好ましくは走査電極駆動ＩＣを２個配置
し、２個の走査電極駆動ＩＣの間に信号電極駆動ＩＣを
備えることを特徴としている。
【００３１】また本発明は液晶表示装置における走査電
極を駆動するための走査電極駆動ＩＣであって、走査電
極駆動ＩＣの対向する２辺側に、走査電極と接続するた
めの走査電極駆動用出力端子を配置していることを特徴
としている。または隣り合う２辺側に、走査電極と接続
するための走査電極駆動用出力端子を配置していること
を特徴としている。また隣り合う２辺側に走査電極駆動
用出力端子を配置する際には、走査電極駆動ＩＣの対角
線を対称軸として、概ね対称な位置に配置するのが好ま
しい。
【００３２】さらに本発明の走査電極駆動ＩＣは揺動電
源により駆動され、休止電圧電源用の入力端子およびグ
ランド用揺動電源用の入力端子を有し、さらに好ましく
は、このグランド揺動電源の入力端子と休止電圧電源の
入力端子とは、走査電極駆動ＩＣの隣り合う２辺側に設
けられていることを特徴としている。または、休止電圧
電源用の入力端子を、走査電極駆動用における出力端子
が偏在する２辺の直交する角に対して対角となる角の周
辺に配置してもよい。
【００３３】さらに、グランド用揺動電源と休止電圧電
源用との各入力端子の間隔が、走査電極駆動ＩＣを実装
する液晶表示装置の基板上に設けられた複数の接続端子
における間隔に等しいことを特徴としている。
【００３４】また本発明の走査電極駆動ＩＣは、上側揺
動電源と、グランド用揺動電源と、ロジック用揺動電源
と、休止電圧電源とにおけるそれぞれの信号を入力する
ための各入力端子と、走査電極駆動用の出力端子とを有
し、上側揺動電源の入力端子とロジック用揺動電源の入
力端子との間に、グランド用揺動電源の入力端子と休止
電圧電源の入力端子とを備えることを特徴としている。
そして、これらの入力端子を走査電極駆動ＩＣの１辺側
に備えていてもよい。
【００３５】また、本発明の走査電極駆動ＩＣを２個用
いる液晶表示装置の場合には、それぞれの各入力端子と
各出力端子の位置をそれぞれ対称に配置されているもの
を使用することができる。
【００３６】
【発明の実施の形態】〔第１の実施の形態〕図１は、本
実施の形態において、液晶表示装置であるＳＴＮ液晶パ
ネルにＣＯＧ実装した電極駆動ＩＣと他の部材との位置
関係を示した説明図である。図１において、（Ａ）は正
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面図、（Ｂ）は断面図、（Ｃ）は電極に関わる説明図で
ある。（Ａ）および（Ｂ）で示されるように、上ガラス
１の背面には、２個の走査電極駆動ＩＣ３、４と信号電
極駆動ＩＣ２と下ガラス５が貼りついている。ここで上
ガラス１と下ガラス５は液晶層を挟んで対向しており、
それぞれのガラス基板の対向面上に走査電極１０と信号
電極９が形成されている。上ガラスに形成した信号電極
９は実線で、下ガラスに形成した走査電極１０は点線で
示した。
【００３７】また２個の走査電極駆動ＩＣ３、４の間に
１個の信号電極駆動ＩＣ２を配置している。ここで、信
号電極駆動ＩＣは１個用いたが、より簡略化した構成の
信号電極駆動ＩＣを複数個用いてもよい。
【００３８】図１（Ｃ）において、上ガラス１の背面に
は、信号電極９のほかに、下ガラスに形成した走査電極
１０と、走査電極駆動ＩＣ３、４の電極駆動用の出力端
子とを接続するための接続用配線８が形成されている。
また走査電極駆動ＩＣ３、４の電源用配線１１と制御信
号を入力するための制御信号用配線１２、信号電極駆動
ＩＣ２と外部回路とを接続する配線１３が形成されてい
る。配線１３には信号電極駆動ＩＣへ制御信号を入力す
るための制御信号用配線をも含んでいる。
【００３９】走査電極駆動ＩＣ３、４の電源用配線１１
と制御信号用配線１２、および信号電極駆動ＩＣの配線
１３は上端が外部回路との接続端子１４になっている。
ここで、走査電極駆動ＩＣ３、４の電源用配線１１と制
御信号用配線１２、および信号電極駆動ＩＣ２の配線１
３は、実際には複数本であるが、図１（Ｃ）では説明の
ため一本で表している。走査電極駆動ＩＣ３、４の制御
信号用配線１２は信号電極駆動ＩＣ２側に引き出されて
いる。つまり、走査電極駆動ＩＣと信号電極駆動ＩＣと
の間に設置されている。
【００４０】さらに走査電極駆動ＩＣ３、４の電源用配
線１１の接続端子１４と、信号電極駆動ＩＣにおける配
線１３用の接続端子１４との間に、走査電極駆動ＩＣ
３、４の制御信号用配線１２の接続端子１４が存在す
る。
【００４１】なお走査電極駆動ＩＣ３、４および信号電
極駆動ＩＣ２における入力端子および出力端子と、上ガ
ラス１の各電極および配線とは、ＡＣＦで接続をとって
いる。左側の走査電極駆動ＩＣ４は表示画面の上から
１、３、５番目の走査電極に接続している。右側の走査
電極駆動ＩＣ３は表示画面の上から２、４、６番目の走
査電極に接続している。これは、走査電極駆動ＩＣ３、
４の電極駆動能力に差があった場合でもこの影響を目立
たなくさせる配線方法である。
【００４２】走査電極１０は、液晶パネル上で異方性導
電粒により上ガラス１の接続用配線８と接続している。
ＦＰＣ７上には揺動電源ＩＣ６を始め走査電極駆動ＩＣ
３，４と信号電極駆動ＩＣ２が必要とする部品（図示せ
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ず）が搭載されている。この液晶パネルは揺動電源法に
よるＡＰＴを使用している。
【００４３】図２は各部材の配置関係を描いた平面図で
ある。上ガラス１は３６ｍｍｘ３７ｍｍ、信号電極駆動
ＩＣは２０ｍｍｘ２ｍｍ、走査電極駆動ＩＣは１ｍｍｘ
２ｍｍ、シール幅は１ｍｍ、表示領域は２７ｍｍであ
る。
【００４４】図３は走査電極駆動ＩＣの端子配置図であ
る。上辺に沿って左から、グランド用揺動電源ＶＳＳ
（ＶＳＳＬ）の入力端子、機能設定用端子Ｍ０、Ｍ１、
Ｍ２、休止電圧ＶＭ電源の入力端子が配列している。左
辺に沿って上から、ロジック用揺動電源ＶＣＣ、クロッ
ク信号ＬＯＡＤ、スタート信号ＦＲ、極性制御信号Ｄ
Ｆ、リセット信号ＲＳＴＢ、休止制御信号ＲＯＷＥの各
入力端子（図中の＿Ｌは左側の端子であることを示して
いる）、１から３２番目までの走査電極駆動用の出力端
子ＯＵＴ０、ＯＵＴ１、…、ＯＵＴ３０、ＯＵＴ３１が
配列している。右辺に沿って上から、上側揺動電源ＶＤ
Ｄ、クロック信号ＬＯＡＤ、スタート信号ＦＲ、極性制
御信号ＤＦ、リセット信号ＲＳＴＢ、休止制御信号ＲＯ
ＷＥの各入力端子（図中の＿Ｒは右側の端子であること
を示している）、６４から３３番目までの走査電極駆動
用の出力端子ＯＵＴ６３、ＯＵＴ６２、…、ＯＵＴ３
３、ＯＵＴ３２が配列している。
【００４５】図１に示したように、信号電極駆動ＩＣの
両隣に走査電極駆動ＩＣをそれぞれ配置させた場合に
は、各入力端子および各出力端子の配置は左右対称な配
置とすることが好ましい。当然ながら、基板に配置した
各接続端子の位置においても、左右対称とすることが望
ましい。
【００４６】グランド用揺動電源ＶＳＳは、ノイズによ
る誤動作を避けるため、走査電極駆動ＩＣ内のグランド
配線を液晶電極駆動（ＶＳＳ）とロジック回路用（ＶＳ
ＳＬ）に端子を分けている。機能設定端子Ｍ０、Ｍ１、
Ｍ２は、出力端子の選択順と選択周期を設定する。選択
順は、出力端子の選択方向がＯＵＴ０からＯＵＴ６３に
向かわせる（順方向モード）か、逆向きにする（逆方向
モード）か、というものである。選択周期の設定では、
選択パルスを出力する周期がフレーム信号とＬＯＡＤ信
号を基準に０、１、２、３、…と数えた場合、各周期ご
と（通常モード）、偶数周期ごと（偶数モード）、奇数
周期ごと（奇数モード）のいずれかを選ぶことになる。
図１（Ｃ）で画面の上から走査電極を順番に選択する場
合、左側の走査電極駆動ＩＣ４は逆方向モードかつ偶数
モードで動作し、右側の走査電極駆動ＩＣ３は順方向モ
ードかつ奇数モードで動作する。この機能は、上ガラス
上の配線で機能設定端子Ｍ０、Ｍ１、Ｍ２をロジック用
揺動電源ＶＣＣかグランド用揺動電源ＶＳＳ（Ｌ）に接
続して設定する。
【００４７】左右の同名の制御端子（例えばクロック信
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号ＬＯＡＤで、ＬＯＡＤ＿ＬとＬＯＡＤ＿Ｒで示した端
子）は走査電極駆動ＩＣ内で接続している。リセット信
号ＲＳＴＢは走査電極駆動ＩＣ内のアドレスカウンタを
リセットし、全出力端子を非選択化する。休止制御信号
ＲＯＷＥは、ハイレベル時が表示モードで、ローレベル
時が休止モード（選択時でも休止電圧ＶＭを出力する）
である。電気的には、ロジック用に３Ｖ耐圧ルール、高
電圧用に１５耐圧ルールが混在したものを使っている。
このようにロジック回路には低電圧ルールを使用し、高
電圧回路といっても比較的低目な耐圧であるので、パッ
ドピッチ５０μｍ、チップサイズ１ｍｍｘ２ｍｍが達成
できた。
【００４８】図４（Ａ）は、図１の揺動電源ＩＣ６、図
４（Ｂ）は信号電極駆動ＩＣ２の端子配置図である。図
４（Ａ）において、揺動電源ＩＣ６は、システム電源Ｐ
ＯＷＥＲ、高電圧電源Ｖｈ、信号電極駆動の上側電圧Ｖ
ｃｏｌの電源、システムグランドＧＮＤの各入力端子、
システム電源系（ＰＯＷＥＲ－ＧＮＤ）から揺動電源系
（ＶＣＣ－ＶＳＳ）に制御信号を変換するレベルシフタ
の入力端子Ａ０、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、と出力端子
Ｂ０、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４、極性制御信号ＤＦの入
力端子と、揺動電源用の出力端子ＶＤＤ、ＶＣＣ、ＶＳ
Ｓ、が配置されている。
【００４９】ここでレベルシフタの入出力端子間で同じ
符号のものは対をなしている（例えばＡ０とＢ０）。こ
の５個のレベルシフタで上述の制御信号ＬＯＡＤ、Ｆ
Ｒ、ＤＦ、ＲＳＴＢ、ＲＯＷＥの電圧変換を行う。使用
条件を広げるため揺動電源発生に使う極性制御信号ＤＦ
の入力端子をレベルシフタの入力端子（Ａ０等）とは別
に設けた。揺動電源ＩＣ６は、各パッド上にはんだボー
ルを付け、直接ＦＰＣ上の配線と接続をとる方法（フリ
ップチップ）で実装した。パッド間のピッチは２００μ
ｍとしたのでチップサイズは、１ｍｍｘ１．２ｍｍとな
った。
【００５０】図４（Ｂ）の信号電極駆動ＩＣ２は、上側
の長辺に電源やＣＰＵ、外部部品などとの接続に用いる
Ｉ／Ｏ端子が配列しており、もう一方の辺には信号電極
出力端子ＯＵＴ０、…、ＯＵＴ３８３が配列している。
出力端子ピッチを５０μｍとしたので信号電極駆動ＩＣ
２の長辺は２０ｍｍ程度になった。またロジック回路は
一般的な０．３５μｍルールを使用し、アナログ回路と
信号電極駆動出力回路は５Ｖルール（０．５μｍルー
ル）使用した。１２８桁で８（３ｂｉｔｓ）階調表示を
目指したので、表示メモリを１２８ｘ３ｘ３８４ｂｉｔ
ｓとした。低電圧、小型素子だけで構成できたため短辺
は約２ｍｍとなった。
【００５１】図５は右側の走査電極駆動ＩＣ３の周辺部
を描いた拡大図である。図１、図２と同じ符号は対応す
る部材を示している。制御信号ＲＯＷＥ、ＲＳＴＢ、Ｄ
Ｆ、ＦＲ、ＬＯＡＤ用の接続端子は、ロジック用揺動電
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源ＶＣＣ、グランド用揺動電源ＶＳＳ、休止電圧ＶＭの
電源、上側揺動電源ＶＤＤの接続端子に対して信号電極
駆動ＩＣ２側に存在する。各接続端子は０．４ｍｍピッ
チで配列しており、グランド用揺動電源ＶＳＳ、休止電
圧ＶＭの電源の接続抵抗が最小になるよう配慮されてい
る。
【００５２】各制御信号用配線１２は、信号電極駆動Ｉ
Ｃ２側から走査電極駆動ＩＣ３における左辺側にある各
制御信号の入力端子と接続している。一点鎖線６１は図
２で示した表示領域２４の右端を示している。この一点
鎖線６２の左側には信号電極とその配線（図示せず）が
存在するので、接続用配線８は全て一点鎖線６２の右側
に配置した。接続用配線８は全ての出力端子から引き出
されているが、図５では配線間が狭く、見にくくなるた
め、接続用配線８は間引いて図示している。
【００５３】シール２０の外側から上ガラス１の右端ま
での幅が狭かったので接続用配線８をシール２０内の領
域にも配置した。さらに同様の理由で接続領域２２もシ
ール２０の右辺だけでなく上辺にも設けた。
【００５４】上ガラス１の左側に実装した走査電極駆動
ＩＣ４の接続端子配列は、左側から、ロジック用揺動電
源ＶＣＣ、グランド用揺動電源ＶＳＳ、休止電圧ＶＭの
電源、上側揺動電源ＶＤＤ、制御信号ＬＯＡＤ、ＦＲ、
ＤＦ、ＲＳＴＢ、ＲＯＷＥとなる。各制御信号用配線１
２は、信号電極駆動ＩＣ２側から走査電極駆動ＩＣ３の
右辺側の制御信号用入力端子と接続する。なお接続用配
線８、接続領域２２等はガラスの中心軸に対して図５と
対称な配置になる。
【００５５】図６は、信号電極駆動ＩＣ２、走査電極駆
動ＩＣ３、４を含むＦＰＣ７上の回路図である。図１と
同じ符号は同じ部材を示しており、便宜上、配線を信
号、電源を電圧と言い直している。携帯電話器の回路基
板とこの回路とを接続する配線は、複数ビットのＣＰＵ
信号と、２．５Ｖのシステム電源ＰＯＷＥＲ、グランド
ＧＮＤである。ＣＰＵ信号は、クロック信号、チップイ
ネーブル信号、データとコマンドを識別する信号、リセ
ット信号、および表示データやコマンドをやりとりする
ためのデータ信号からなっており、信号電極駆動ＩＣ２
の制御ブロック７７と接続している。
【００５６】信号電極駆動ＩＣ２の昇圧１ブロック７４
は、スイッチングレギュレータで高電圧Ｖｈを得てい
る。昇圧１ブロック７４は、トランジスタＴ１にクロッ
クを出力する。このクロックでトランジスタＴ１がコイ
ルＬ１の電流経路を遮断したときに高電圧が発生する。
この高電圧をダイオードＤ１とコンデンサＣ１で整流し
高電圧Ｖｈを得る。高電圧Ｖｈを抵抗Ｒ１，Ｒ２で分圧
し昇圧１ブロック７４にネガティブフィードバックをか
け、高電圧Ｖｈを安定化させる。コンデンサＣ２はフィ
ードバックの応答を調整し高電圧Ｖｈのリップルを減ら
している。高電圧Ｖｈは揺動電源ＩＣ６に入力してい
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る。
【００５７】信号電極９を駆動するのには、電圧Ｖｃｏ
ｌを３Ｖ程度にする必要がある。昇圧２ブロック７５
は、コンデンサＣ３、Ｃ４でシステム電源ＰＯＷＥＲの
電圧を２倍にし５Ｖの電圧７３を得る。この電圧７３は
液晶駆動用の電源ブロック７６に入力する。電源ブロッ
ク７６はシリーズレギュレタで休止電圧ＶＭ、電圧Ｖｃ
ｏｌを出力する。コンデンサＣ５，Ｃ６はそれぞれ休止
電圧ＶＭ、電圧Ｖｃｏｌを安定化させている。休止電圧
ＶＭは信号電極駆動ＩＣ２のカラム（信号電極）駆動ブ
ロック７９に入力（図示せず）するほか、走査電極駆動
ＩＣ３、４にも入力している。電圧Ｖｃｏｌは信号電極
駆動ＩＣ２のカラム駆動ブロック７９に入力（図示せ
ず）するほか、揺動電源ＩＣ６にも入力している。
【００５８】信号電極駆動ＩＣ２の制御ブロック７７は
ＲＡＭ７８やカラム駆動ブロック７９など、各ブロック
に制御信号を送ったり、データをやりとりしたりするほ
かに、揺動電源ＩＣ６に５ビットの制御信号７１を出力
する。制御信号７１は、クロック信号ＬＯＡＤ、スター
ト信号ＦＲ、極性制御信号ＤＦに加え、リセット信号Ｒ
ＳＴＢ、休止制御信号ＲＯＷＥである。その他、ＲＡＭ
７８はカラム駆動ブロック７９に表示データを出力す
る。信号電極駆動ＩＣ２には表示制御を行うための発振
ブロック８０や温度補償ブロック、コントラスト調整ブ
ロック（図示せず）がある。
【００５９】揺動電源ＩＣ６は、システム電源ＰＯＷＥ
Ｒ、高電圧Ｖｈ、電圧Ｖｃｏｌ、システムグランドＧＮ
Ｄ、５ビットの信号７１が入力し、上側揺動電源ＶＤ
Ｄ、ロジック用揺動電源ＶＣＣ、グランド用揺動電源Ｖ
ＳＳ、５ビットの信号７１を揺動電源系にレベルシフト
した信号７２を出力する。上側揺動電源ＶＤＤとグラン
ド用揺動電源ＶＳＳはコンデンサＣ７を介して接続して
いる。同様にロジック用揺動電源ＶＣＣとグランド用揺
動電源ＶＳＳもコンデンサＣ８を介して接続している。
５ビットの信号７２、上側揺動電源ＶＤＤ、グランド用
揺動電源ＶＳＳ、ロジック用揺動電源ＶＣＣは走査電極
駆動ＩＣ３、４に入力している。
【００６０】揺動電源ＩＣ６は、シリコン基板上に絶縁
膜を形成し、その表面にトランジスタやダイオードを個
別素子として形成させる構造（シリコン・オン・インシ
ュレータと呼ばれる。以下ＳＯＩと称する。）をとって
いる。逆電圧により素子分離を行う通常のＩＣ構造に対
し、ＳＯＩは素子が完全に分離していることから揺動電
源のように電源系が複雑なＩＣに向いている。揺動電源
ＩＣは、極性反転信号ＤＦをいったん高電圧Ｖｈとシス
テムグランドＧＮＤの電圧範囲にレベルシフトし、引き
続き高電圧Ｖｈと電圧Ｖｃｏｌの電圧範囲にレベルシフ
トしている。これで図１３の上側揺動電源ＶＤＤの波形
が得られる。
【００６１】次にこの上側揺動電源ＶＤＤの出力波形か
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らコンデンサＣ７で直流成分を取り除き、最高電圧をシ
ステムグランドＧＮＤにクランプし、グランド用揺動電
源ＶＳＳを得る。別の言い方をすれば、揺動電源ＩＣ６
のＶＳＳ端子はクランプ用である。さらにグランド用揺
動電源ＶＳＳの波形からコンデンサＣ８で直流成分を取
り除き、最高電圧をシステム電源ＰＯＷＥＲの電圧にク
ランプし、ロジック用揺動電源ＶＣＣを得る。各揺動電
源ＶＤＤ、ＶＳＳ、ＶＣＣを作成する回路に印加される
電圧は、コンデンサＣ７，Ｃ８による直流成分除去によ
り、高電圧ＶｈとグランドＧＮＤの差から得られる電圧
を越えることはない。そこで走査電極駆動ＩＣ３、４と
同程度の耐圧の素子を使用すればよい。例えば図１に示
した１２８桁（分割）の液晶パネルにおいて、図１３の
直流電圧および休止電圧ＶＭは、ＧＮＤ、ＶＭ、ＰＯＷ
ＥＲ、Ｖｃｏｌ、Ｖｈがそれぞれ、０Ｖ、１．５Ｖ程
度、２．５Ｖ、３Ｖ程度、１５Ｖ程度である。
【００６２】図８により本実施の形態のタイミングを説
明する。従来例２で説明した部分は省略する。本実施の
形態では、左側の走査電極駆動ＩＣ４の走査電極駆動用
出力端子ＯＵＴ６３Ｌ、ＯＵＴ６２Ｌ、ＯＵＴ６１Ｌ、
…は、上から１、３、５、…番目の走査電極ＲＯＷ０、
ＲＯＷ２、ＲＯＷ４、…と接続し、右側の走査電極駆動
ＩＣ３の走査電極駆動用出力端子ＯＵＴ０Ｒ、ＯＵＴ１
Ｒ、ＯＵＴ２Ｒ、…は上から２、４、６、…番目の走査
電極ＲＯＷ１、ＲＯＷ３、ＲＯＷ５、…と接続してい
る。左側の走査電極駆動ＩＣ４は逆方向モードかつ偶数
モードになっているので、スタート信号ＦＲとクロック
信号ＬＯＡＤに基づいて、０、２、４、…周期にそれぞ
れ走査電極駆動用出力端子ＯＵＴ６３Ｌ、ＯＵＴ６２
Ｌ、ＯＵＴ６１Ｌ、…が選択パルスを出力する。同様に
右側の走査電極駆動ＩＣ３は順向モードかつ奇数モード
になっているので、１、３、５、…周期にそれぞれ走査
電極駆動用出力端子ＯＵＴ０Ｒ、ＯＵＴ１Ｒ、ＯＵＴ２
Ｒ、…が選択パルスを出力する。
【００６３】〔第２の実施の形態〕図７は本発明におけ
る別の実施の形態であり、液晶表示装置であるＳＴＮ液
晶パネルにＣＯＧ実装した電極駆動ＩＣと、他の部材と
の位置関係を示した説明図である。図１と同様に、
（Ａ）は正面図、（Ｂ）は断面図、（Ｃ）は電極に関わ
る説明図である。異なる構成は（Ａ）および（Ｂ）で示
されるように、上ガラス１の背面には、１個の走査電極
駆動ＩＣ１３４と信号電極駆動ＩＣ１３２と下ガラス１
３３が貼りついている。ここで走査電極１０と信号電極
９の形成は図１と同様である。図１とは、走査電極駆動
ＩＣを１個しか使用していない点で異なっているが、図
１のＳＴＮ液晶パネルにおける右半分側の構成と同じと
している。
【００６４】よって、走査電極駆動ＩＣ１３４の各入力
端子の位置、および出力端子の位置は図１のＳＴＮ液晶
パネルで用いたものとほぼ等しい。また基板に設置した
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各接続端子の位置、制御信号用配線の配置位置および接
続用配線の配置位置についても、図５とほぼ同様な構成
とした。また、揺動電源による駆動に関しても、先の実
施の形態と同様とした。さらに本実施の形態では、信号
電極駆動ＩＣは１個用いたが、より簡略化した構成の信
号電極駆動ＩＣを２個あるいは複数個用いてもよい。
【００６５】このような構成の液晶表示装置とすること
で、電極駆動ＩＣの実装領域や配線領域を小さくするこ
とができ、走査電極との配線を接続するための接続配線
領域を確保することが可能となった。
【００６６】〔第３の実施の形態〕図９は他の実施の形
態として、走査電極駆動ＩＣの制御信号入力端子に関す
るものであり、図９（Ａ）は機能が異なった場合、図９
（Ｂ）は機能と配置が異なった場合の端子配置図であ
る。図９（Ａ）において図３と同じ文字で示した端子は
同等のものである。
【００６７】図９（Ａ）では、図３と同様に上辺に沿っ
てグランド用揺動電源ＶＳＳ（ＶＳＳＬ）の入力端子、
機能設定用端子Ｍ０、Ｍ１、Ｍ２、休止電圧ＶＭの電源
用入力端子が配列している。左辺に沿って上から、ロジ
ック用揺動電源ＶＣＣの入力端子、ＮＣ端子、スタート
信号ＦＲの入力端子、ＮＣ端子、リセット信号ＲＳＴＢ
の入力端子、ＮＣ端子、１から３２番目までの走査電極
駆動用の出力端子ＯＵＴ０、ＯＵＴ１、…、ＯＵＴ３
０、ＯＵＴ３１が配列している。右辺に沿って上から、
上側の揺動電源ＶＤＤの入力端子、クロック信号ＬＯＡ
Ｄの入力端子、ＮＣ端子、極性制御信号ＤＦの入力端
子、ＮＣ端子、休止制御信号ＲＯＷＥの入力端子、６４
から３３番目までの走査電極駆動用の出力端子ＯＵＴ６
３、ＯＵＴ６２、…、ＯＵＴ３３、ＯＵＴ３２が配列し
ている。ＮＣ端子は電気的な機能を持っておらず（ＮＣ
はノーコネクションを意味している）、走査電極駆動Ｉ
Ｃ内の素子とは接続していない。走査電極駆動ＩＣの下
部（走査電極駆動用出力端子が配列している部分）は図
３と同様なので省略した。
【００６８】この走査電極駆動ＩＣをパネルの右側に配
置する場合、図１と同様に制御信号用配線を左辺側に引
き出す必要がある。クロック信号ＬＯＡＤ、極性制御信
号ＤＦ、休止制御信号ＲＯＷＥの制御信号用配線は、そ
れぞれロジック用揺動電源ＶＣＣの入力端子とスタート
信号ＦＲの入力端子の間のＮＣ端子、スタート信号ＦＲ
の入力端子とリセット信号ＲＳＴＢの入力端子の間のＮ
Ｃ端子、リセット信号ＲＳＴＢの入力端子と、１番目の
走査電極駆動用の出力端子ＯＵＴ０との間におけるＮＣ
端子を通る。
【００６９】この走査電極駆動ＩＣを図１に示したよう
に、パネルの左側に配置し信号用配線を右辺側に引き出
す場合、スタート信号ＦＲとリセット信ＲＳＴＢの制御
信号用配線は、それぞれクロック信号ＬＯＡＤの入力端
子と極性制御信号ＤＦの入力端子の間のＮＣ端子、極性
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制御信号ＤＦの入力端子と休止制御信号ＲＯＷＥの間の
ＮＣ端子を通る。図３で図示した走査電極駆動ＩＣ内
で、左右の対応関係にある制御端子を接続し、左右配置
に対応し、基板上の配線に関しては配置を簡略化として
いたのに対し、本実施の形態の端子配置では、基板上の
配線で左右配置に対応している所が違っている。
【００７０】図９（Ｂ）において図４と同じ文字で示し
た端子は同等のものである。図３と同様に、上辺に沿っ
てグランド用揺動電源ＶＳＳ（ＶＳＳＬ）の入力端子、
機能設定用端子Ｍ０、Ｍ１、Ｍ２、休止電圧ＶＭの電源
入力端子が配列している。左辺に沿って上から、ロジッ
ク用揺動電源ＶＣＣの入力端子、スタート信号ＦＲの入
力端子、リセット信号ＲＳの入力端子、１から３２番目
までの走査電極駆動用の出力端子ＯＵＴ０、ＯＵＴ１、
…、ＯＵＴ３０、ＯＵＴ３１が配列している。右辺に沿
って上から、上側の揺動電源ＶＤＤの入力端子、クロッ
ク信号ＬＯＡＤの入力端子、極性制御信号ＤＦの入力端
子、休止制御信号ＲＯＷＥの入力端子、６４から３３番
目までの走査電極駆動用の出力端子ＯＵＴ６３、ＯＵＴ
６２、…、ＯＵＴ３３、ＯＵＴ３２が配列している。
【００７１】ロジック用揺動電源ＶＣＣの入力端子とス
タート信号ＦＲの入力端子の間、スタート信号ＦＲの入
力端子とリセット信号ＲＳＴＢの入力端子の間、リセッ
ト信号ＲＳＴＢの入力端子と、１番目の走査電極駆動用
の出力端子ＯＵＴ０との間、クロック信号ＬＯＡＤの入
力端子と極性制御信号ＤＦの入力端子の間、極性制御信
号ＤＦの入力端子と休止制御信号ＲＯＷＥの間、には２
端子ピッチ分の隙間がある。走査電極駆動ＩＣの下部も
図３と同様であるので省略した。
【００７２】この走査電極駆動ＩＣをパネルの右側に配
置し、制御信号用配線を左辺側に引き出す場合、クロッ
ク信号ＬＯＡＤ、極性制御信号ＤＦ、休止制御信号ＲＯ
ＷＥの制御信号用配線は、それぞれロジック用揺動電源
ＶＣＣの入力端子とスタート信号ＦＲの入力端子の間の
隙間、スタート信号ＦＲの入力端子とリセット信号ＲＳ
の入力端子の間の隙間、リセット信号ＲＳＴＢの入力端
子と１番目の走査電極駆動用の出力端子ＯＵＴ０との間
の隙間を通る。この走査電極駆動ＩＣをパネルの左側に
配置し信号用配線を右辺側に引き出す場合、スタート信
号ＦＲとリセット信ＲＳＴＢの制御信号用配線は、それ
ぞれクロック信号ＬＯＡＤの入力端子と極性制御信号Ｄ
Ｆの入力端子の間の隙間、極性制御信号ＤＦの入力端子
と休止制御信号ＲＯＷＥの間の隙間を通る。
【００７３】この走査電極駆動ＩＣを使用した場合に
は、隙間に端子がないため実装時にＡＣＦ内の粒子によ
る余計な圧力がかからないので、走査電極駆動ＩＣのこ
の部分に電気的素子を配置できるというメリットを持っ
ている。
【００７４】〔第４の実施の形態〕図１０は、本発明に
おける別の実施の形態を示している。走査電極駆動ＩＣ



(11) 特開２００２－３２８３９０

10

20

30

40

50

19
の制御信号が信号電極駆動ＩＣに接続した場合の説明図
である。図１０（Ａ）において、図１と同じ符号は同等
の部材を示している。信号電極駆動ＩＣ１０２と右側の
走査電極駆動ＩＣ１０３の間に配線１０１が存在する。
同様に信号電極駆動ＩＣ１０と左側の走査電極駆動ＩＣ
１０４の間にも配線１０５が存在する。これらの配線１
０１、１０５には、クロック信号ＬＯＡＤ、スタート信
号ＦＲ、極性制御信号ＤＦ、リセット信号ＲＳＴＢ、休
止制御信号ＲＯＷＥからなる制御信号用配線に加え、シ
ステム電源ＰＯＷＥＲ、システムグランドＧＮＤが含ま
れている。
【００７５】信号電極駆動ＩＣ１０２はこれらの信号と
電源に対応する出力端子を左右に有している。ＦＰＣ７
には揺動電源ＩＣ１０６が実装されている。その他は図
１（Ｃ）と同等である。走査電極駆動ＩＣ１０３、１０
４は、システム電源系のロジック信号を揺動電源系のロ
ジック信号に変換するレベルシフタを内蔵している。こ
のため走査電極駆動ＩＣ１０３，１０４はシステム系の
電源ＰＯＷＥＲ，ＧＮＤが必要になる。また揺動電源Ｉ
Ｃ１０６は揺動電源を作成するだけで制御信号のレベル
シフトは行わない。
【００７６】図１０（Ｂ）は右側の走査電極駆動ＩＣ１
０３の周辺部を描いた拡大図である。外部回路と走査電
極駆動ＩＣ１０３の接続端子は、ロジック用揺動電源Ｖ
ＣＣ、グランド用揺動電源ＶＳＳ、休止電圧ＶＭの電
源、上側揺動電源ＶＤＤだけである。各接続端子は０．
４ｍｍ  ピッチで配列しており、グランド用揺動電源Ｖ
ＳＳ、休止電圧ＶＭの電源の接続抵抗が最小になるよう
配慮されている。各制御信号とシステム電源ＰＯＷＥ
Ｒ、システムグランドＧＮＤが含まれる配線１０１は信
号電極駆動ＩＣ１０２側から、走査電極駆動ＩＣ３の左
辺の各制御信号用入力端子および電源用入力端子と接続
している。図５では制御信号用配線が５本であったが、
本実施の形態４では電源が含まれるため、配線本数が２
本増え７本になっている。レベルシフタで消費する電力
が小さいので、システム電源ＰＯＷＥＲ、システムグラ
ンドＧＮＤは、信号電極駆動ＩＣ１０２とＩＴＯ配線を
経由して接続できる。
【００７７】図１と図１０に図示した２個の走査電極駆
動ＩＣとして、それぞれ同じものを信号電極駆動ＩＣの
両側に配置した。これらの走査電極駆動ＩＣを実装した
第１の基板上では、電極駆動ＩＣの左右どちらからでも
ＩＴＯ制御信号用配線を引き回すことができた。この構
造で走査電極駆動ＩＣの制御信号と、外部回路との接続
端子を走査電極駆動ＩＣと信号電極駆動ＩＣの間に配置
したり、走査電極駆動ＩＣと信号電極駆動ＩＣの端子間
を制御信号用配線で直接接続したりできた。しかしなが
ら、信号電極駆動ＩＣの左右に配置する走査電極駆動Ｉ
Ｃが同一でなくてもよい。例えば第１と第２の走査電極
駆動ＩＣとして、対称な２種類の駆動ＩＣを作成した場
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合である。このとき信号電極の左側に実装する走査電極
駆動ＩＣは右辺に制御信号入力端子や電源端子を持ち、
右側に実装する走査電極駆動ＩＣは左辺に制御信号入力
端子や電源端子を持たせると、第１基板上の制御信号用
配線において、第１の実施の形態と等価な構造が得られ
る。
【００７８】〔第５の実施の形態〕図１４は本発明にお
ける別の実施の形態を示している。走査電極駆動ＩＣを
１個使用し、走査電極駆動ＩＣの制御信号が信号電極駆
動ＩＣに接続した場合の説明図である。図１４におい
て、図１と同じ符号は同等の部材を示している。信号電
極駆動ＩＣ１４２と右側に設置した走査電極駆動ＩＣ１
４４の間に配線１４９が存在する。この配線１４９に
は、図１０と同様の制御信号用配線に加え、システム電
源ＰＯＷＥＲ、システムグランドＧＮＤが含まれてい
る。
【００７９】信号電極駆動ＩＣ１０２はこれらの信号と
電源に対応する出力端子を右側に有し、ＦＰＣ１４８に
は揺動電源ＩＣが実装されている。（図示せず。）その
他は図１０と同等である。よって、走査電極駆動ＩＣ１
４４の周辺部を描いた拡大図は図１０（Ｂ）とほぼ同じ
構成となる。
【００８０】走査電極駆動ＩＣとしては、図７で使用し
た駆動ＩＣを用いた。さらに本実施の形態では、信号電
極駆動ＩＣは１個用いたが、より簡略化した構成の信号
電極駆動ＩＣを２個あるいは複数個用いてもよい。
【００８１】このような構成の液晶表示装置とすること
で、電極駆動ＩＣの実装領域や配線領域を小さくするこ
とができ、走査電極との配線を接続するための接続配線
領域を確保することが可能となった。
【００８２】〔第６の実施の形態〕図１５は本発明にお
ける別の実施の形態を示している。走査電極駆動ＩＣを
２個使用し、走査電極駆動ＩＣの制御信号が信号電極駆
動ＩＣに接続した場合の説明図である。図１５におい
て、図１と同じ符号は同等の部材を示している。走査電
極駆動ＩＣ３，４の間に１個の信号電極駆動ＩＣ２を配
置している。
【００８３】図１５（Ｃ）において、上ガラス１の背面
には、信号電極９のほかに、走査電極１０と走査電極駆
動ＩＣ３、４の電極駆動用の出力端子を接続するための
接続用配線８、走査電極駆動ＩＣ３、４の揺動電源入力
用の配線１１と制御信号用配線１２、システム電源用配
線１５、休止電圧ＶＭの配線１７、信号電極駆動ＩＣ２
と外部回路とを接続する配線１３が形成されている。走
査電極駆動ＩＣ３、４の揺動電源入力用配線１１と制御
信号入力配線１２、および信号電極駆動ＩＣの配線１３
はガラス端側が外部回路との接続端子１４になってい
る。ここで、走査電極駆動ＩＣ３、４の揺動電源入力用
配線１１と制御信号入力配線１２、および信号電極駆動
ＩＣ２の配線１３は、実際には複数本であるが図１５
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（Ｃ）では説明のため一本で表している。走査電極駆動
ＩＣ３、４の制御信号用配線１２とシステム電源用配線
１５、および休止電圧ＶＭの配線１７は、信号電極駆動
ＩＣ２側に引き出され、信号電極駆動ＩＣの対応する端
子と接続している。
【００８４】走査電極駆動ＩＣ３、４は、システム電源
系から揺動電源系にロジック信号を変換するレベルシフ
タを５組内蔵している。このため、走査電源駆動ＩＣに
は、揺動電源ＶＤＤ、ＶＣＣ、ＶＳＳとシステム系の電
源ＰＯＷＥＲ、ＧＮＤが入力している。レベルシフタは
消費電力が少ないので、システム系の電源ＰＯＷＥＲ、
ＧＮＤが外部回路から信号電極駆動ＩＣ２とＩＴＯ配線
を経由して走査電極駆動ＩＣ３、４に入力しても問題は
ない。
【００８５】各部材の配置関係は先に示した図２と同じ
である。ただし、走査電極駆動ＩＣは１．５ｍｍｘ１．
５ｍｍの大きさとなっている。
【００８６】図１６は本実施の形態で使用した走査電極
駆動ＩＣ３、４の端子配置図である。上辺に沿って左か
ら、休止電圧ＶＭの電源、システム電源ＰＯＷＥＲ、シ
ステムグランドＧＮＤ、クロック信号ＬＯＡＤ、極性制
御信号ＤＦ、休止制御信号ＲＯＷＥ、グランド用揺動電
源ＶＳＳ（ＶＳＳＬ）の各入力端子、機能設定用端子Ｍ
０、Ｍ１、Ｍ２、ロジック用揺動電源ＶＣＣの入力端子
が配列している。左辺に沿って上から、ＶＭの電源、シ
ステム電源ＰＯＷＥＲ、システムグランドＧＮＤ、スタ
ート信号ＦＲ、リセット信号ＲＳＴＢ、グランド用揺動
電源ＶＳＳ（ＶＳＳＬ）、ロジック用揺動電源ＶＣＣの
各入力端子端子が配列している。下辺は左から、１から
３２番目までの走査電極駆動用出力端子ＯＵＴ０、ＯＵ
Ｔ１、…、ＯＵＴ３０、ＯＵＴ３１が配列している。右
辺は上から、６４から３３番目までの走査電極駆動用の
出力端子ＯＵＴ６３、ＯＵＴ６２、…、ＯＵＴ３３、Ｏ
ＵＴ３２が配列している。
【００８７】それぞれの端子の機能は図３に対して説明
した記載とほぼ同一である。また上辺と左辺で同名の端
子は走査電極駆動ＩＣ内で接続している。図１６に示し
た通、走査電極駆動用の出力端子および休止電圧ＶＭの
電源、システム電源ＰＯＷＥＲ、システムグランドＧＮ
Ｄ、揺動電源ＶＤＤの各入力端子は走査電極駆動ＩＣの
対角線を対称軸として、対称な位置に配置されている。
また走査電極駆動用の出力端子における出力パッドピッ
チは４０μｍであり、一辺に３２個の出力端子が配列し
いるので、チップサイズは１．５ｍｍｘ１．５ｍｍとな
った。
【００８８】図１７（Ａ）は図１５における揺動電源Ｉ
Ｃ６の、図１７（Ｂ）は信号電極駆動ＩＣ２の端子配置
図である。図１７（Ａ）において、揺動電源ＩＣ６は、
システム電源ＰＯＷＥＲ、高電圧電源Ｖｈ、信号電極駆
動の上側電圧の電源Ｖｃｏｌ、極性制御信号入力端子Ｄ
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Ｆと、揺動電源出力端子ＶＤＤ、ＶＣＣ、ＶＳＳ、が配
置されている。揺動電源ＩＣ６は、各パッド上にはんだ
ボールを付け、直接ＦＰＣ上の配線と接続をとる方法
（フリップチップ）で実装した。パッド間のピッチは３
００μｍとしたのでチップサイズは、およそ１ｍｍｘ１
ｍｍとなった。
【００８９】図１７（Ｂ）の信号電極駆動ＩＣ２の上辺
では左から、休止電圧ＶＭの出力端子、他の電源やＣＰ
Ｕ、外部部品などとの接続に用いるＩ／Ｏ端子群、休止
電圧ＶＭの出力端子という順番で配列しいる。下辺では
信号電極駆動用の出力端子ＯＵＴ０、…、ＯＵＴ３８３
が配列している。右辺と左辺では、上からシステム電源
ＰＯＷＥＲ、システムのグランドＧＮＤ、クロック信号
ＬＯＡＤ、スタート信号ＦＲ、極性制御信号ＤＦ、リセ
ット信号ＲＳＴＢ、休止制御信号ＲＯＷＥの各出力端子
が配列している。出力端子ピッチを５０μｍとしたので
信号電極駆動ＩＣ２の長辺は２０ｍｍ程度になった。ま
たロジック回路は一般的な０．３５μｍルールを使用
し、アナログ回路と信号電極駆動用の出力ブロックは５
Ｖルール（０．５μｍルール）を使用した。１２８桁で
８（３ｂｉｔｓ）階調表示を目指したので、表示メモリ
を１２８ｘ３ｘ３８４ｂｉｔｓとした。低電圧、小型素
子だけで構成できたため短辺は約２ｍｍとなった。
【００９０】図１８は図１５における右側の走査電極駆
動ＩＣ３の周辺部を描いた拡大図である。図１、図２と
同じ符号は部材の対応を示している。制御信号用配線１
２は、端子の隙間に配線を通すことにより、上から順番
に、クロック信号ＬＯＡＤ、スタート信号ＦＲ、極性信
号ＤＦ、リセット信号ＲＳＴＢ、休止制御信号ＲＯＷＥ
となっている。この順序は図１７（Ｂ）の信号電極駆動
ＩＣの右辺と対応するので、上ガラス１上のＩＴＯ配線
で接続がとれることになる。同様にシステム電源用配線
１５は、上がシステム電源ＰＯＷＥＲ、下がシステムグ
ランドＧＮＤになっており、図１７（Ｂ）の信号電極駆
動ＩＣ２の右辺の対応する出力端子と上ガラス１上のＩ
ＴＯ配線で接続がとれる。休止電圧ＶＭの電源入力端子
には、ＦＰＣ配線との接続端子部と太いＩＴＯ配線１７
とが接続している。この電源の入力抵抗は画質に強く影
響するので色々な電流経路を設けてある。上辺におい
て、休止電圧ＶＭの電源、上側揺動電源ＶＤＤ、グラン
ド用揺動電源ＶＳＳ、ロジック用揺動電源ＶＣＣの各入
力端子、およびＦＰＣ配線との接続端子のピッチは、と
もに０．４ｍｍである。なおグランド用揺動電源ＶＳＳ
と休止電圧ＶＭの電源の接続抵抗を最小することが最も
優先される。
【００９１】図１８において、一点鎖線６１は表示領域
２４の右端を示している。この一点鎖線６２の左側には
信号電極とその配線（図示せず）が存在するので、接続
用配線８は全て一点鎖線６１の右側に描いた。シール２
０の外側から上ガラス１の右端までの幅が狭かったので
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接続用配線８をシール２０の領域にも配置した。さらに
同様の理由で接続領域２２はシール２０の右辺だけでな
く上辺にも設けた。接続用配線８は全ての出力端子から
引き出されているが、図１８では配線間が狭く、見にく
くなるため、接続用配線８は間引いて図示している。
【００９２】上ガラス１の左側の走査電極駆動ＩＣ４
は、図１８の走査電極駆動ＩＣ３に対し時計回りに９０
度回転し実装する。スタート信号ＦＲとリセット信号Ｒ
ＳＴＢの配線をそれぞれクロック信号ＬＯＡＤと極性制
御信号ＤＦの入力端子の隙間、極性制御信号ＤＦと休止
制御信号ＲＯＷＥの入力端子の隙間を通すことで、制御
信号用配線１２は、上からクロック信号ＬＯＡＤ、スタ
ート信号ＦＲ、極性制御信号ＤＦ、リセット信号ＲＳＴ
Ｂ、休止制御信号ＲＯＷＥとなる。これも図１７（Ｂ）
の左辺の信号電極駆動ＩＣにおける制御信号出力端子の
配列と一致するので、上ガラス上のＩＴＯ配線で接続可
能となる。システム電源用配線１５および休止電圧ＶＭ
の電源１７も同様である。また接続用配線８、接続領域
２２等は、ガラスの中心軸に対して対称になる。
【００９３】図１９は図１５における信号電極駆動ＩＣ
２、走査電極駆動ＩＣ３、４を含むＦＰＣ７上の回路図
である。図１５と同じ番号は同じ部材を示している。図
１９の各端子の機能は先に記した図６とほぼ同一であ
る。ただし、システム電源ＰＯＷＥＲ、システムグラン
ドＧＮＤは信号電極駆動ＩＣ２を経由して、上ガラス１
上のシステム電源用配線１５を介し、走査電極駆動ＩＣ
３、４に入力している。また、休止電圧ＶＭは信号電極
駆動ＩＣ２のカラム（信号電極）駆動ブロック７９に入
力（図示せず）するほか、基板上の配線１７を経由して
走査電極駆動ＩＣ３、４に入力している。
【００９４】信号電極駆動ＩＣ２の制御ブロック７７は
ＲＡＭ７８やカラム駆動ブロック７９など、各ブロック
に制御信号を送ったりデータをやりとりしたりするほか
に、揺動電源ＩＣ６に極性制御信号ＤＦ、走査電極駆動
ＩＣ３，４に５ビットの制御信号１２を出力する。制御
信号１２は、クロック信号ＬＯＡＤ、スタート信号Ｆ
Ｒ、極性制御信号ＤＦに加え、リセット信号ＲＳＴＢ、
イネーブル信号ＲＯＷＥである。その他、ＲＡＭ７８は
カラム駆動ブロック７９に表示データを出力する。信号
電極駆動ＩＣ２には表示制御を行うための発振ブロック
８０や温度補償ブロック、コントラスト調整ブロック
（図示せず）がある。
【００９５】揺動電源ＩＣ６は、極性制御信号ＤＦのほ
かにシステム電源ＰＯＷＥＲ、高電圧Ｖｈ、電圧Ｖｃｏ
ｌ、システムグランドＧＮＤが入力し、上側揺動電源Ｖ
ＤＤ、ロジック用揺動電源ＶＣＣ、グランド用揺動電源
ＶＳＳを出力する。上側揺動電源ＶＤＤ、グランド用揺
動電源ＶＳＳ、ロジック用揺動電源ＶＣＣは走査電極駆
動ＩＣ３、４に入力している。
【００９６】〔第７の実施の形態〕図２０は、別の実施
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の形態として、走査電極駆動ＩＣの全ての端子配列が対
角線に対して対称に配列しているものである。下辺には
走査電極駆動用の出力端子ＯＵＴ０、ＯＵＴ２、…、Ｏ
ＵＴ３０、ＯＵＴ３１が配列している。右辺には走査電
極駆動用の出力端子ＯＵＴ３２、ＯＵＴ３３、…、ＯＵ
Ｔ６２、ＯＵＴ６３が配列している。これら２辺が直交
する角を含む対角線に対し出力端子配置は対称にないっ
ている。
【００９７】上辺では左から、休止電圧電源ＶＭ、シス
テム電圧電源ＰＯＷＥＲ、システムグランドＧＮＤ、上
側揺動電源ＶＤＤ、クロック信号ＬＯＡＤ、スタート信
号ＦＲ、極性制御信号ＤＦ、リセット信号ＲＳＴＢ、グ
ランド用揺動電源ＶＳＳ（ＶＳＳＬ）の各入力端子、機
能設定端子ＭＯ、Ｍ１、Ｍ２、ロジック用揺動電源ＶＣ
Ｃの入力端子ＶＣＣが配列している。各端子の機能は先
に示した図１６と同様である。左辺では上から、休止電
圧電源ＶＭ、システム電圧電源ＰＯＷＥＲ、システムグ
ランドＧＮＤ、上側揺動電源ＶＤＤ、クロック信号ＬＯ
ＡＤ、スタート信号ＦＲ、極性制御信号ＤＦ、リセット
信号ＲＳＴＢ、グランド用揺動電源ＶＳＳ（ＶＳＳＬ）
の各入力端子、機能設定端子ＭＯ、Ｍ１、Ｍ２、ロジッ
ク用揺動電源ＶＣＣの入力端子ＶＣＣが、上辺と同様な
端子数で配列している。
【００９８】上辺と左辺の同名の端子は走査電極駆動Ｉ
Ｃ内の配線で接続している。また前述の対角線に対し対
称な配列となっている。基板の左右の走査電極駆動ＩＣ
に関わる実装基板上の配線パターンは、機能設定端子部
を除き、基板の中心軸に対して対称にする。つまり基板
上の左右の走査電極駆動ＩＣは実装角度が９０°異なっ
ている。
【００９９】〔第８の実施の形態〕図２１は本発明にお
ける別の実施の形態を示す図であり、走査電極駆動ＩＣ
の制御信号を外部回路でレベルシフトするシステムの説
明図である。図２１（Ａ）おいて、図１５と同じ符号は
同等の部材を示している。左右の走査電極駆動ＩＣ１０
３、１０４の制御信号配線１０５は、それぞれ信号電極
駆動ＩＣ１０２側に引き出されおり、上ガラス１の上端
部にＦＰＣ７上の配線との接続端子１４が存在する。制
御信号は、信号電極駆動ＩＣ１０２から揺動電源ＩＣ１
０６に出力され、揺動電源駆動ＩＣ１０６内でシステム
電源系から揺動電源系に電圧変換される。制御信号は、
先の実施の形態と同様にクロック信号ＬＯＡＤ、スター
ト信号ＦＲ、極性制御信号ＤＦ、リセット信号ＲＳＴ
Ｂ、休止制御信号ＲＯＷＥからなる。
【０１００】図２１では、システム電源ＰＯＷＥＲ、シ
ステムグランドＧＮＤは、揺動電源ＩＣ１０６に入力
し、走査電極１０３、１０４には入力しない。図２１
（Ｂ）は右側の走査電極駆動ＩＣ１０３の周辺部を描い
た拡大図である。図１６に図示した走査電極駆動ＩＣ
３，４の端子配置に対し、走査電極駆動ＩＣ１０３、１
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０４はシステム電源ＰＯＷＥＲとシステムのグランドＧ
ＮＤの入力端子がないだけである。ＦＰＣとの接続端子
は０．４ｍｍピッチで並んでいる。制御信号用の接続端
子は信号電極駆動ＩＣ側にある。
【０１０１】先の実施の形態では、左右の２個の走査電
極駆動ＩＣとして同じものを信号電極駆動ＩＣの両側に
配置していた。これらの走査電極駆動ＩＣは実装基板上
で信号電極駆動ＩＣ側にシステム電源用の配線や制御信
号用配線を引き出すことができた。しかしながら、信号
電極駆動ＩＣの左右に配置する走査電極駆動ＩＣは同一
でなくてもよい。例えば信号電極駆動ＩＣの左側に実装
する走査電極駆動ＩＣは右辺に制御信号入力端子を持
ち、右側に実装する走査電極駆動ＩＣは左辺に制御信号
入力端子を持たせれば、走査電極駆動ＩＣを２個使用し
た場合と等価な構造が得られる。また走査電極駆動ＩＣ
の電極用出力端子の一部を上辺ないし左辺に持たせるこ
とも可能である。反対に、ロジック用揺動電源ＶＣＣ、
上側揺動電源ＶＤＤ、制御信号を右辺ないし下辺に配置
することも可能である。なおこの場合でも、実装時の接
続抵抗を最小化させるため、休止電圧ＶＭの電源、グラ
ンド用揺動電源ＶＳＳは上辺に配置させる必要がある。
【０１０２】〔第９の実施の形態〕図２２は本発明にお
ける別の実施の形態であり、液晶表示装置であるＳＴＮ
液晶パネルにＣＯＧ実装した電極駆動ＩＣと、他の部材
との位置関係を示した説明図である。図２１と同様に、
（Ａ）は正面図を示し、図２２（Ｂ）は断面図、図２２
（Ｃ）は電極に関わる説明図である。ここで走査電極１
３７と信号電極１３６の形成は図２１と同様である。図
２１とは、走査電極駆動ＩＣを１個しか使用していない
点で異なっているが、図２１のＳＴＮ液晶パネルにおけ
る右半分側の構成とほぼ同様である。
【０１０３】よって、走査電極駆動ＩＣ１３４の各入力
端子の位置、および出力端子の位置は図２１のＳＴＮ液
晶パネルで用いたものとほぼ等しい。また基板に設置し
た各接続端子の位置、制御信号用配線の配置位置および
接続用配線の配置位置についても、図２０の走査電極駆
動ＩＣとほぼ同様な構成とした。また、揺動電源による
駆動に関しても、先の実施の形態と同様とした。さらに
本実施の形態では、信号電極駆動ＩＣは１個用いたが、
より簡略化した構成の信号電極駆動ＩＣを２個あるいは
複数個用いてもよい。
【０１０４】このような構成の液晶表示装置とすること
で、電極駆動ＩＣの実装領域や配線領域を小さくするこ
とができ、走査電極との配線を接続するための接続配線
領域を確保することが可能となった。
【０１０５】〔第１０の実施の形態〕図２３は本発明に
おける別の実施の形態を示している。走査電極駆動ＩＣ
を１個使用し、走査電極駆動ＩＣの制御信号が信号電極
駆動ＩＣに接続した場合の説明図である。信号電極駆動
ＩＣ１４２と右側に設置した走査電極駆動ＩＣ１４４の
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間に配線１４９が存在する。この配線１４９には、図１
５に図示したものと同様の制御信号用配線に加え、シス
テム電源ＰＯＷＥＲ、システムグランドＧＮＤが含まれ
ている。
【０１０６】信号電極駆動ＩＣ１４２はこれらの信号と
電源に対応する出力端子を右側に有し、ＦＰＣ１４８に
は揺動電源ＩＣが実装されている。（図示せず。）その
他は図１５と同等である。よって、走査電極駆動ＩＣ１
４４の周辺部を描いた拡大図は図１８とほぼ同じ構成と
なる。
【０１０７】走査電極駆動ＩＣとしては、図１５で使用
した駆動ＩＣとほぼ同等のものを用いた。さらに本実施
の形態では、信号電極駆動ＩＣは１個用いたが、より簡
略化した構成の信号電極駆動ＩＣを２個あるいは複数個
用いてもよい。
【０１０８】このような構成の液晶表示装置とすること
で、電極駆動ＩＣの実装領域や配線領域を小さくするこ
とができ、走査電極との配線を接続するための接続配線
領域を確保することが可能となった。
【０１０９】〔第１１の実施の形態〕図１５、図２４、
図２５、図２６により、本実施の形態を説明する。図１
５は先に記載したように、（Ａ）が液晶パネルの正面
図、（Ｂ）が側面図、（Ｃ）が電極配線の模式図であ
り、図２４はブロック図、図２５は走査電極駆動ＩＣの
入力用レベルシフタの回路図、図２６はこのレベルシフ
タの波形図である。
【０１１０】図１５（Ａ）、（Ｂ）の各部材配置は先に
記載したので省略する。図１５（Ｃ）において上下のガ
ラス１、５に形成された配線状況を説明する。先に図１
５を用いて説明したほかの実施の形態とは、各配線の機
能が若干異なっている。ここで破線は繰り返しを示して
いる。下ガラス５上には点線で示した走査電極１０がＩ
ＴＯで形成されている。上ガラス１の背面には、信号電
極駆動ＩＣ２から走査電極駆動ＩＣ３、４に出力される
制御信号用配線１２、その反転信号用の配線１５、シス
テム電源用の配線１７のほかに、信号電極９、走査電極
駆動ＩＣ３、４とＦＰＣ７とを接続するための配線１
１、信号電極駆動ＩＣ２とＦＰＣ７とを接続するための
配線１３、走査電極１０と走査電極駆動ＩＣ３、４の電
極駆動端子とを接続するための接続配線８、がＩＴＯで
形成されている。
【０１１１】信号電極駆動ＩＣ２は、左右の短辺上にシ
ステム電源ＰＯＷＥＲ、システムグランドＧＮＤ、スタ
ート信号ＦＲ、クロック信号ＬＯＡＤ、極性制御信号Ｄ
Ｆ、リセット信号ＲＳＴＢ、表示制御信号ＲＯＷＥ、お
よび各制御信号の反転信号ＦＲ＿、ＬＯＡＤ＿、ＤＦ
＿、ＲＳＴＢ＿、ＲＯＷＥ＿の出力端子が存在する。走
査電極駆動ＩＣ３、４の信号電極駆動ＩＣ２側の辺に
は、これらの出力端子に対応する入力端子が存在する。
走査電極駆動ＩＣ３，４の配線１１は、揺動電源ＶＤ
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Ｄ、ＶＣＣ、ＶＳＳと休止電圧ＶＭの入力端子である
【０１１２】図２４にて、本実施の形態における信号お
よび電源系についてさらに詳しく説明する。図２４は走
査電極駆動ＩＣ３、４の制御信号と電源に関わるブロッ
ク図であり、図１５と同じ部材は同じ符号で示してい
る。図中の一点鎖線Ｂ５は、外側がＦＰＣ７上の回路、
内側が上ガラス１上の回路であることを示している。シ
ステム電源ＰＯＷＥＲとシステムグランドＧＮＤは、高
電圧発生回路Ｂ１、揺動電源発生回路Ｂ２、信号電極駆
動ＩＣＡ２に入力しており、さらに制御信号用配線１７
を介して走査電極駆動ＩＣ３、４に接続している。揺動
電源ＶＤＤ、ＶＳＳ、ＶＣＣは、揺動電源発生回路Ｂ２
から出力され、走査電極駆動ＩＣ３、４に入力してい
る。電圧Ｖｃｏｌは信号電極駆動ＩＣ２から揺動電源発
生回路Ｂ２に入力する。休止電圧ＶＭは信号電極駆動Ｉ
Ｃ２から走査電極駆動ＩＣ３、４に入力する。高電圧発
生回路Ｃ２は揺動電源発生回路Ｂ２に高電圧Ｖｈを出力
する。
【０１１３】信号電極駆動ＩＣ２には、信号電極駆動回
路のほかに表示用メモリ、グラフィックコントローラ、
昇圧制御回路、直流電圧発生回路が存在している。信号
電極駆動回路は、表示データと極性制御信号に基づいて
電圧ＶｃｏｌとシステムグランドＧＮＤから信号電極駆
動波形を作成する。表示用メモリには１画面分の表示デ
ータが格納されている。グラフィックコントローラはＣ
ＰＵと表示データや制御信号をやりとりし、信号電極駆
動回路や表示メモリ、走査電極駆動ＩＣの制御信号を発
生する。これらの制御信号のなかで極性制御信号ＤＦは
揺動電源発生回路Ｂ２にも出力される。前述のスタート
信号ＦＲ、クロック信号ＬＯＡＤ、極性制御信号ＤＦ、
リセット信号ＲＳＴＢ、表示制御信号ＲＯＷＥは、制御
信号用配線１２を介して走査電極駆動ＩＣ３、４に出力
される。
【０１１４】同様に各制御信号の反転信号ＦＲ＿、ＬＯ
ＡＤ＿、ＤＦ＿、ＲＳＴＢ＿、ＲＯＷＥ＿は制御信号用
配線１５を介して走査電極駆動ＩＣ３、４に出力され
る。昇圧制御回路は、高電圧発生回路Ｂ１に昇圧クロッ
クを出力し、高電圧発生回路Ｂ１から高電圧Ｖｈ情報の
フィードバックを受ける（両方向矢印Ｂ３）。このフィ
ードバック制御により高電圧Ｖｈが安定する。なお揺動
電源発生回路Ｂ２は揺動電源ＩＣＡ６と数個のコンデン
サで構成される。走査電極１０と接続配線Ａ８は接続領
域Ｂ４で接続する。
【０１１５】図２５において、走査電極駆動ＩＣ３、４
の入力部のレベルシフタを説明する。レベルシフタは、
トランジスタＴ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５、Ｔ６から
なる差動型の増幅段と、インバータＩ１，Ｉ２からなる
波形整形段と、トランジスタＴ７、Ｔ８、Ｔ９、Ｔ１０
からなる差動型の降圧段からなっている。なおレベルシ
フタの動作説明に不要であったので入出力保護回路は省
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略した。
【０１１６】走査電極駆動ＩＣ３、４のシリコン基板が
Ｐ型なので全てのＮチャンネルトランジスタＴ２、Ｔ
３、Ｔ５、Ｔ６、Ｔ８、Ｔ１０、（およびインバータＩ
１、Ｉ２内のＮチャンネルトランジスタ）のサブストレ
ートはグランド用の揺動電源ＶＳＳである。Ｐチャンネ
ルトランジスタは用途によってサブストレートを使い分
けている。
【０１１７】増幅段において、制御信号ＩＮは、トラン
ジスタＴ１、Ｔ３のゲートに接続している。この反転信
号ＩＮＢはトランジスタＴ４、Ｔ６のゲートに接続して
いる。ここでトランジスタＴ４は、差動型のレベルシフ
タの反転入力用トランジスタに相当する。トランジスタ
Ｔ１、Ｔ４のソースとサブストレートはシステム電源Ｐ
ＯＷＥＲである。トランジスタＴ２、Ｔ５はアクティブ
負荷となっており、それぞれのゲートとドレインをたす
き掛けにしている。トランジスタＴ３、Ｔ６は電流制限
用である。
【０１１８】波形整形段において、インバータＩ１、Ｉ
２のＰチャンネルトランジスタ側のサブストレートはシ
ステム電源ＰＯＷＥＲである。増幅段の出力信号Ｌｅｖ
がインバータＩ１に入力し、この反転信号はトランジス
タＴ１０のゲートに接続している。インバータＩ２の出
力である波形整形された信号は、トランジスタＴ８のゲ
ートに接続している。降圧段においてＰチャンネルトラ
ンジスタＴ７、Ｔ９のサブストレートはロジック用の揺
動電源ＶＣＣである。トランジスタＴ８、Ｔ１０は差動
型の正置および反転入力となっている。トランジスタＴ
７、Ｔ９はアクティブ負荷でそれぞれのゲートとドレイ
ンをたすき掛けにしている。
【０１１９】図２６を参照しながら図２５のレベルシフ
タの動作を説明する。制御信号ＩＮとその反転信号ＩＮ
Ｂにより、トランジスタＴ１がオンであるときはトラン
ジスタＴ４がオフとなり、トランジスタＴ１がオフであ
るときはトランジスタＴ４がオンとなる。制御信号ＩＮ
がローレベルであるとトランジスタＴ４がオフし増幅段
の出力Ｌｅｖは揺動電源ＶＳＳとなる。信号ＩＮがハイ
レベルであるとトランジスタＴ４がオンし増幅段の出力
Ｌｅｖはシステム電源ＰＯＷＥＲとなる（図２６参
照）。信号Ｌｅｖは、インバータＩ１、Ｉ２で反転信号
の発生と波形整形がなされる。信号Ｌｅｖがローレベル
（揺動電源ＶＳＳ）であると、トランジスタＴ８がオフ
し、トランジスタＴ１０がオンするので、レベルシフタ
の出力信号ＯＵＴは揺動電源ＶＳＳとなる。反対に信号
Ｌｅｖがハイレベル（システム電源ＰＯＷＥＲ）である
と、トランジスタＴ８がオンし、トランジスタＴ１０が
オフするので、レベルシフタの出力信号ＯＵＴは揺動電
源ＶＣＣとなる（図２６参照）。
【０１２０】以上のようにしてレベルシフタは、システ
ム電源系の制御信号ＩＮを揺動電源系の制御信号ＯＵＴ
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に変換している。走査電極駆動ＩＣ３、４内には、それ
ぞれスタート信号ＦＲ、クロック信号ＬＯＡＤ、極性制
御信号ＤＦ、リセット信号ＲＳＴＢ、表示制御信号ＲＯ
ＷＥ用に５個のレベルシフタが内蔵されている。揺動電
源ＶＣＣと揺動電源ＶＳＳの電位差は３Ｖ程度なので、
走査電極駆動ＩＣ３、４の論理制御回路は低電圧素子で
できている。
【０１２１】〔第１２の実施の形態〕第１１の実施の形
態では、信号電極駆動ＩＣ２として、グラフィックコン
トローラや昇圧制御回路などを内在した高機能タイプの
ものを用いた。この液晶表示装置の機能は液晶表示パネ
ル上に実装された信号電極駆動ＩＣ２でほぼ決まるの
で、機能変更は液晶パネルの交換が必要となる。これに
対し液晶パネル部を共通化し、インターフェースや階調
数、表示色数などの仕様変更をグラフィックコントロー
ラの交換だけで柔軟に対応できるステムとして本実施の
形態を図２７で説明する。
【０１２２】図２７において、図２４と同じ符号は、同
じ部材、回路、配線、信号を示している。図２７は走査
電極駆動ＩＣ３、４の制御信号と電源に関わるブロック
図である。図２４との基本的な違いは、グラフィックコ
ントローラＣ１がＦＰＣ７上に配置され、信号電極駆動
ＩＣ２の機能を信号電極駆動だけに限定していることで
ある。このため高電圧発生回路Ｃ２と直流電源発生回路
Ｃ３もＦＰＣ７上の回路である。システム電源ＰＯＷＥ
ＲとシステムグランドＧＮＤは、グラフィックコントロ
ーラＣ１、高電圧発生回路Ｃ２、直流電圧発生回路Ｃ
３、揺動電源発生回路Ｂ２、信号電極駆動ＩＣ２に入力
しており、さらに配線１２を介して走査電極駆動ＩＣ
３、４に接続している。揺動電源ＶＤＤ、ＶＳＳ、ＶＣ
Ｃは、揺動電源発生回路Ｂ２から出力され、走査電極駆
動ＩＣ３、４に入力している。電圧Ｖｃｏｌは直流電圧
発生回路Ｃ３から信号電極駆動ＩＣ２と揺動電源発生回
路Ｂ２に入力する。休止電圧ＶＭは、直流電圧発生回路
Ｃ３から信号電極駆動ＩＣ２と走査電極駆動ＩＣ３、４
に入力する。
【０１２３】グラフィックコントローラＣ１に内蔵され
た表示用メモリには１画面分の表示データが格納されて
いる。グラフィックコントローラＣ１はＣＰＵと表示デ
ータや制御信号をやりとりし、信号電極駆動ＩＣ２に表
示データと制御信号からなる信号Ｃ８を出力する。この
信号Ｃ８には走査電極駆動ＩＣ３、４用の制御信号も含
まれている。またグラフィックコントローラＣ１は、揺
動電源回路Ｂ２に極性制御信号ＤＦを出力し、高電圧発
生回路Ｃ２、直流電圧発生回路Ｃ３にも制御信号を出力
する。
【０１２４】信号電極駆動ＩＣ２は、グラフィックコン
トローラＣ１が出力する制御信号のうち、走査電極駆動
ＩＣ３，４用の制御信号とその反転信号をそれぞれ制御
信号用配線１２、１５を介して走査電極駆動ＩＣ３、４

30
に出力する。左右の両短辺に制御信号と反転信号、シス
テム電源の出力端子がある。また信号電極駆動ＩＣ２
は、表示データと極性制御信号ＤＦに基づいて電圧Ｖｃ
ｏｌとシステムグランドＧＮＤから信号電極駆動波形を
作成する。
【０１２５】なお高電圧発生回路Ｃ２は高電圧Ｖｈを揺
動電源発生回路Ｂ２へ出力する。走査電極駆動ＩＣ３、
４の制御信号は信号電極駆動ＩＣと制御信号用配線１２
を介して走査電極駆動ＩＣ３、４に入力し、さらに反転
信号も信号電極駆動ＩＣ２で発生し、制御信号用配線１
５を介して走査電極駆動ＩＣ３、４に入力しているた
め、ＦＰＣの配線や接続端子が減少できている。また制
御信号とＣＯＧ配線とＣＯＧ接続であるため微細接続が
できるため、信号電極駆動ＩＣや走査電極駆動ＩＣは大
型化していない。
【０１２６】本実施の形態では、信号電極駆動ＩＣ２の
左右の短辺にそれぞれ制御信号、反転信号の出力端子を
設けた。しかし各信号が左右に取り出せればよいので、
出力端子を一辺だけに設けてもよいし、各辺に分散させ
てもよい。また長辺に配置してもよい。走査電極駆動Ｉ
Ｃ３、４に入力するシステムグランドＧＮＤは入力保護
回路に使用するだけなので省略可能である。信号電極駆
動ＩＣ２と走査電極駆動ＩＣ３、４間のシステム電源Ｐ
ＯＷＥＲの配線は配線抵抗を考慮する必要があるので太
くしている。
【０１２７】
【発明の効果】前述のように機能の高度化により長い製
造工程と大面積化で価格が著しく上昇したワンチップ型
電極駆動ＩＣを、走査電極駆動ＩＣと信号電極駆動ＩＣ
に分離しただけでも、走査電極駆動ＩＣの製造工程短縮
と、走査電極駆動ＩＣと信号電極駆動ＩＣの小型化が可
能である。さらに信号電極駆動ＩＣを低電圧プロセスだ
けで製造できるようにすれば、信号電極駆動ＩＣの製造
工程も大幅に短縮できる。さらに走査電極駆動ＩＣを揺
動電源で駆動すれば走査電極駆動ＩＣを小型化できるの
でいっそうコンパクトな実装が可能である。
【０１２８】また、２個の走査電極駆動ＩＣで信号電極
駆動ＩＣを挟み、同一実装領域に並べて配置した場合に
は、走査電極に接続する配線と走査電極との接続領域の
周辺では、配線の引き回しがワンチップ型の電極駆動Ｉ
Ｃを使用したときと似てくるので、携帯電話で必要とす
る左右対称なガラス外形が得やすい。
【０１２９】信号電極駆動ＩＣからみて、走査電極駆動
ＩＣの外側には制御信号の発生源と走査電極駆動ＩＣの
各端子との接続をとる領域がほとんどない。一方、走査
電極駆動ＩＣと信号電極駆動ＩＣの間には比較的広い領
域が存在する。そこで走査電極駆動ＩＣの制御信号入力
端子と接続する制御信号用配線を走査電極駆動ＩＣと信
号電極駆動ＩＣの間に配置し、この領域を利用すること
で有効な配線が可能となる。
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【０１３０】また、走査電極駆動ＩＣの制御信号とその
反転信号を、信号電極駆動ＩＣから出力し、基板上の配
線を用いて走査電極に供給することを行えば、制御信号
を反転させた信号があるため、走査電極駆動ＩＣ内にお
けるレベルシフタの入力トランジスタの完全なオン－オ
フ制御が可能となった。この制御に対しシリコン基板の
電圧である揺動電源ＶＳＳの影響がなく、また配線容量
による遅延を無視すればゲート入力であるため電流負荷
がないので、制御信号の抵抗成分の影響もなくなる。こ
の結果、走査電極駆動ＩＣの入力段のレベルシフタの電
圧特性が改善する、という効果が得られる。
【０１３１】また、走査電極駆動ＩＣの走査電極駆動用
の出力端子を直交する２辺に配置することにより、走査
電極への接続用配線を、走査電極駆動ＩＣの実装部とシ
ールの間、および信号電極駆動ＩＣからみて走査電極駆
動ＩＣの外側だけの領域に配置できた。さらに走査電極
駆動ＩＣと信号電極駆動ＩＣの間に接続配線がないた
め、走査電極駆動ＩＣを信号電極駆動ＩＣ側に近づけら
れた。この走査電極駆動ＩＣと信号電極駆動ＩＣの間に
接続配線がないことと、外部回路との接続側にも接続用
配線がないことで、無用な接続配線の回り込みがない。
また走査電極駆動ＩＣの外側領域を広くとれるというこ
とは、位置合わせマークを配置できたりすることなど様
々なメリットが生ずる。
【０１３２】また横方向に長い表示画面を持つ液晶表示
装置の場合など、２個の走査電極駆動ＩＣの間に、複数
個の信号電極駆動ＩＣを複数配置しても、前述の三つの
効果が得られる。また走査電極駆動ＩＣが３個以上の場
合でも同様である。
【０１３３】以上のように本発明の液晶表示装置には、
コストが低く、ガラス外形が対象であり、有効な配線を
可能とする効果がある。
【０１３４】走査電極駆動ＩＣの制御信号入力端子と外
部回路との接続端子を、走査電極駆動ＩＣと信号電極駆
動ＩＣの間の広い領域に配置すれば、広い接続ピッチが
確保でき外部回路との接続が容易になる。また、信号電
極駆動ＩＣを挟むように走査電極駆動ＩＣを実装する場
合、信号電極駆動ＩＣに比べ表示画面が横方向に長いた
め、信号電極駆動ＩＣと走査電極駆動ＩＣの間には比較
的広い領域が存在する。走査電極駆動ＩＣの制御信号配
線を信号電極駆動ＩＣ側に引き出し、この領域に外部回
路との接続端子を設ければ、接続端子ピッチを広くとれ
るので接続が容易になる。また走査電極駆動ＩＣの制御
信号配線を信号電極駆動ＩＣ側に引き出し、制御信号が
信号電極駆動回路と接続できれば接続端子数が減り、さ
らに外部回路との接続が容易になる。以上のように、本
発明の液晶表示装置には、先に記載した効果に加え、外
部回路との接続が容易になるという効果がある。
【０１３５】さらに走査電極駆動ＩＣの太さが１ｍｍ程
度で、接続端子ピッチが０．４ｍｍ程度の場合、上側揺
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動電源ＶＤＤとロジック用揺動電源ＶＣＣの入力端子の
間に、休止電圧ＶＭ電源とグランド用揺動電源の入力端
子を接続端子ピッチと同じ間隔で配置できる。この結
果、休止電圧ＶＭ電源用とグランド用揺動電源ＶＳＳの
入力端子は、外部回路の接続端子に近接し接続抵抗を低
く押さえられる。また上側揺動電源ＶＤＤとロジック用
揺動電源ＶＣＣの入力端子も接続端子の近くに配置でき
ている。以上のように本発明の液晶表示装置には、先に
記載した効果に加え、画質劣化が目立たず、回路動作が
安定するという効果がある。
【０１３６】揺動電源用で駆動する走査電極駆動ＩＣを
使用した場合、休止電源電圧の入力抵抗が増加すると画
質が劣化し、グランド用電源の入力抵抗が増加すると回
路が誤動作する。走査電極駆動ＩＣの休止電圧電源と下
側揺動電源の入力端子が外部回路との接続端子側に来る
ようにし、走査電極駆動ＩＣの端子間距離と接続端子ピ
ッチとを概ね等しくさせると、基板配線が最短化し、休
止電圧電源とグランド用側揺動電源の入力抵抗が最小化
する。以上のように本発明の液晶表示装置には、先に記
載した効果に加え、画質劣化が目立たず、回路動作が安
定するという効果がある。
【０１３７】また、揺動電源で駆動する走査電極駆動Ｉ
Ｃは、選択パルス振幅の概ね半分の耐圧でよいため小型
化で低価格になる。走査電極駆動用出力を２辺に配置し
ているので、実装に際して前述の理由で基板外形を対称
化でき、配線効率もよい。よって、本発明の走査電極駆
動ＩＣには、小型で低価格であり、実装時に基板外形の
対称性と効率のよい配線を兼ね備えられるという効果が
ある。
【０１３８】本発明の走査電極駆動ＩＣは、選択パルス
振幅の概ね半分の耐圧でよいため小型化・低価格化でき
る。また小型であるためガラス端付近の狭い領域に実装
しても、駆動出力用配線の引き回しがワンチップ型の電
極駆動ＩＣを使用したときと似させることが可能とな
り、携帯電話が必要とする左右対称なガラス外形が確保
できる。制御信号が信号電極駆動ＩＣ側から入力できる
ので、前述の理由から基板上の配線が効率的になり、外
部回路との接続も容易になる。前述のように休止電圧電
源とグランド用揺動電源の入力抵抗は画質と誤動作に影
響する。走査電極駆動ＩＣの実装時に、走査電極駆動Ｉ
Ｃの休止電圧電源とグランド用揺動電源の入力端子の間
隔が基板の接続ピッチと等しく、これらの入力端子が基
板の接続端子側に存在すれば、低抵抗で外部回路と接続
できる。以上に記載した本発明の走査電極駆動ＩＣは低
価格で、効率的な配線と外部回路との容易な接続とが可
能で、画質劣化と回路誤動作に余裕があるという効果が
ある。
【０１３９】さらに、走査電極駆動ＩＣの出力端子が配
置されている２辺の直交する角と対角な位置周辺に休止
電圧電源があると、走査電極駆動ＩＣを信号電極駆動Ｉ
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Ｃのどちら側に配置しても、休止電圧電源の入力端子を
信号電極駆動ＩＣに最も近接できる。また信号電極駆動
ＩＣの休止電圧出力端子と走査電極の休止電圧電源入力
端子を接続する基板上の配線を基板端側に広げる余裕も
ある。このようにして信号電極駆動ＩＣの休止電圧出力
端子と走査電極の休止電圧電源入力端子を接続する配線
抵抗を低減できる。なおロジック用揺動電源の入力端子
は接続端子側にあるので入力抵抗は低い。以上のよう
に、本発明の走査電極駆動ＩＣには、先に記載した発明
の効果に加え、実装時の画質劣化と誤動作を防止すると
いう効果がある。
【０１４０】特に走査電極駆動ＩＣの出力端子配置を対
角線に対し対称的にすると、チップ外形が正方形とな
り、対称な実装基板にでは必ず同一チップが基板の左右
に実装できる。そこで１種類の走査電極駆動ＩＣで生産
管理できる。また実装基板上の配線はほとんど中心対称
になるので基板設計が容易となる。さらに左右の走査電
極駆動ＩＣの位置関係としても同一形状で配置角度が９
０°違うだけなので、位置合わせ用の治具が基板の左右
で共通化できるため製造が容易になる。以上のように本
発明の走査電極駆動ＩＣには、先に記載した効果に加
え、生産管理、設計および製造の容易性を兼ね備えると
いう効果がある。
【０１４１】またグランド用揺動電源ＶＳＳと休止電圧
ＶＭの電源端子が存在する辺に直交した２辺に沿って、
走査電極駆動用の端子が配列しさらに制御信号の入力端
子も配列させた場合、走査電極駆動ＩＣの短辺を１ｍ
ｍ、長辺を２ｍｍ程度にできる。短辺はちょうど液晶パ
ネルのシール幅とほぼ等しく、長辺は信号電極駆動ＩＣ
の幅とほぼ等しい。以上のように本発明の液晶表示装置
の走査電極駆動ＩＣには、先に記載した発明の効果に加
え、シール近傍の狭い実装領域に走査電極駆動ＩＣを効
率よく配置できるという効果がある。
【０１４２】なお本発明は、揺動電源によるＡＰＴで説
明してきたが、走査電極駆動ＩＣの駆動電圧に比べて信
号電極駆動ＩＣの駆動電圧が低いときに特に有効である
から、例えばＳＴＮ液晶パネルにおいて、一回の選択タ
イミングで複数の走査電極を選択する駆動方法（ＭＬ
Ａ：マルチライン・アドレッシング、ＭＲＡ：マルチロ
ー・アドレッシング、ＭＬＳ：マルチライン・セレクシ
ョンなどと呼ばれる）でも同様な効果が得られる。４本
の走査電極を同時に選択する場合、最適バイアス条件で
は走査電極駆動ＩＣに必要な電圧はＡＰＴで必要な電圧
の半分（揺動電源の場合の電圧、ないしＩＡＰＴの電
圧）になるので、１００桁程度の表示ではやはり走査電
極駆動ＩＣの耐圧は１５Ｖ前後である。一方信号電極駆
動ＩＣに必要な最大電圧は、ＡＰＴの２倍になるが、６
Ｖ位なので低電圧で駆動できている。この場合も本発明
の方法で電極駆動ＩＣの価格を下げることが可能とな
る。 *
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*【０１４３】同様に各画素にＭＩＭ素子（メタル・イン
シュレータ・メタル）などの非線形抵抗素子を取り付け
た液晶パネルでも、非線形素子をオンさせるために走査
電極に高電圧のパルスを加えている。この一方で、信号
電極駆動電圧は３Ｖから６Ｖくらいである。この場合も
本発明によれば電極駆動ＩＣの価格を下げることが可能
となる。
【０１４４】また本発明はメモリや制御機能、各種電源
を有する信号電極駆動ＩＣで説明してきた。信号電極駆
動機能だけを有する信号電極駆動ＩＣと２個の走査電極
駆動ＩＣをパネルに並べて実装し、外部回路にメモリや
表示制御機能を有するグラフィックコントローラや、各
種の電源制御を行う電源ＩＣなどを配置してもよい。こ
の場合、信号電極駆動ＩＣの価格は著しく低いものとな
る。また、信号電極駆動ＩＣが小型（短辺が縮まる）に
なるので、ガラスサイズがなおいっそう小型化するとい
う効果も加わる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（Ａ）、（Ｂ）本発明の実施の形態における電
極駆動ＩＣの配置図と（Ｃ）液晶パネルの配線の説明
図。
【図２】本発明の実施の形態における部材の配置関係を
描いた平面図。
【図３】本発明の実施の形態における走査電極駆動ＩＣ
の端子配置図。
【図４】（Ａ）本発明の実施の形態における揺動電源Ｉ
Ｃと（Ｂ）信号電極駆動ＩＣの端子配置図。
【図５】本発明の実施の形態における走査電極駆動ＩＣ
周辺部の拡大図。
【図６】本発明の実施の形態における回路図。
【図７】（Ａ）、（Ｂ）本発明の実施の形態における電
極駆動ＩＣの配置図と（Ｃ）液晶パネルの配線の説明
図。
【図８】実施の形態と従来例の説明で兼用した電極駆動
波形と制御信号の波形図。
【図９】本発明の実施の形態における走査電極駆動ＩＣ
の端子配置図。
【図１０】（Ａ）本発明の実施の形態における配線の説
明図と（Ｂ）走査電極駆動ＩＣの拡大図。
【図１１】（Ａ）、（Ｂ）従来例における電極駆動ＩＣ
の配置図と（Ｃ）液晶パネルの配線の説明図。
【図１２】（Ａ）、（Ｂ）従来例における電極駆動ＩＣ
の配置図と（Ｃ）液晶パネルの配線の説明図。
【図１３】揺動電源の波形図。
【図１４】本発明の実施の形態における配線の説明図。
【図１５】（Ａ）、（Ｂ）本発明の実施の形態における
電極駆動ＩＣの配置図と（Ｃ）液晶パネルの配線の説明
図。
【図１６】本発明の実施の形態における走査電極駆動Ｉ
Ｃの端子配置図。
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【図１７】（Ａ）本発明の実施の形態における揺動電源
ＩＣと（Ｂ）信号電極駆動ＩＣの端子配置図。
【図１８】本発明の実施の形態における右側の走査電極
駆動ＩＣ周辺部の拡大図。
【図１９】本発明の実施の形態における回路図。
【図２０】本発明の実施の形態における走査電極駆動Ｉ
Ｃの端子配置図。
【図２１】（Ａ）本発明の実施の形態における液晶パネ
ルの配線の説明図と（Ｂ）右側の走査電極駆動ＩＣ１０
３周辺部の拡大図。
【図２２】（Ａ）、（Ｂ）本発明の実施の形態における
電極駆動ＩＣの配置図と（Ｃ）液晶パネルの配線の説明
図。
【図２３】本発明の実施の形態における電極駆動ＩＣの
配置図。
【図２４】本発明の実施の形態における回路図。
【図２５】本発明の実施の形態における回路図。
【図２６】本発明の実施の形態における波形図。
【図２７】本発明の実施の形態における回路図。
【符号の説明】
１、１１１、１２１                上ガラス（第１の
基板）
２、１０２、１２２                信号電極駆動ＩＣ
３、４、１０３、１０４、１２４    走査電極駆動ＩＣ
５、１１３、１２３                下ガラス（第２の
基板）
６、１０６                        揺動電源ＩＣ
７、１１４、１２８                ＦＰＣ
８、１１５、１２５                接続用配線 *

36
*９、１１６、１２６                信号電極
１０、１１７、１２７              走査電極
１１                              揺動電源用配線
１２、１０１、１０５              制御信号用配線
１４、１１９、１２９              接続端子
１５                              システム電源用配
線
１７                              休止電圧ＶＭの配
線
２０                              シール
２２、１１８、１３０              接続領域
２４                              表示領域
１１２                            ワンチップ型の電
極駆動ＩＣ
ＶＤＤ      上側揺動電源
ＶＳＳ      グランド用揺動電源
ＶＣＣ      ロジック用揺動電源
ＰＯＷＥＲ  システム電源
Ｖｃｏｌ    信号電極駆動波形の上側の電源
Ｖｈ        高電圧電源
ＶＭ        休止電圧の電源
ＧＮＤ      システムグランド電源
ＤＦ        極性制御信号
ＬＯＡＤ    クロック信号
ＦＲ        スタート信号
ＲＳＴＢ    リセット信号
ＲＯＷＥ    休止制御信号
ＯＵＴ０～ＯＵＴ６３  走査電極駆動用の出力端子

【図２】 【図１３】
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